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和歌山県の県庁所在地である和歌山市は、和歌山県の北西、紀 ノ川の河口部に位置

しています。紀伊山地に源を発 し、西流 して紀伊水道に注 ぐ紀 ノ川は、河口部に肥沃

な和歌山平野を形成 しました。

和歌山市は、この平野部を主たる市域 としており、古代より文化の栄 えた場所であ

ります。そのため、市内には全国的にも著名な岩橋千塚古墳群や大谷古墳をはじめと

し、およそ400ヶ 所にものぼる遺跡が確認 されています。

近年、市域においても宅地造成等に伴 う開発が増加 してきています。それらの開発

に対処するために、平成 7年度から国庫補助金・県費補助金 を得て、和歌山市内に存

在する遺跡の緊急発掘調査を行ってまいりました。

本書には、平成13年度に実施 した太田・黒田遺跡 と川辺遺跡の発掘調査で得 られた

貴重な成果を収めています。ここに報告する調査概要が、地域の歴史の解明に活用 さ

れれば幸いです。

最後になりましたが、調査にあたり御指導、御協力を頂 きました関係者各位の皆様

に深 く感謝いたします。

平成15年 3月 31日

和歌山市教育委員会

教育長 山 口 喜 一 郎



例

1 本書は、平成13年度国庫補助事業として計画 し、財団法人和歌山市文化体育振興事業団に事

業の委託を行った埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

2 調査対象経費の総額は520万円であり、国1/2、 県1/8、 市3/8の 補助率である。

3 本年度の調査対象は下記のとおりである。

口

事業名 調査地 調査期間 調査面積 調査担当

大田・黒田遺跡第50次調査 和歌山市太田51418番地 平成13年 6月 14日 ～平成13年 7月 19日 ２ｍ 井,馬 好英

川辺遺跡発掘調査 和歌山市川辺237番 地 平成13年 12月 26日 ～平成14年 2月 25日 川口修実

4 発掘調査に係わる事務局は下記のとお りである。

【和歌山市教育委員会】

教育長    山口喜一郎

文化財室長  榎本直樹

文化財班長  田中郁次

学芸員    益田雅司

5 報告書刊行に係わる事務局は下記のとおりである。

【和歌山市教育委員会】

教育長    山口喜一郎

文化財室長  榎本直樹

文化財班長  田中郁次

学芸員    益田雅司

【財団法人和歌山市文化体育振興事業団】

理事長   喜多誠一

総務室長  高野員次郎

総務室班長 久保雅英

主 事   山口美二 (文化財事務担当)

学芸員   井馬好英 (発掘調査担当)

学芸員   川口修実 (  ″   )

【財団法人和歌山市文化体育振興事業団】

理事長   喜多誠一

総務室長  高野員次郎

総務室班長 久保雅英

主 事   山口美二 (文化財事務担当)

学芸員   井馬好英報 告書担当)

学芸員   奥村 薫(  ″  )

学芸員   川回修実(  ″  )

6 本書のうち発掘調査の概要部分についてはそれぞれの調査担当者である財団法人和歌山市文化

体育振興事業団学芸員が担当した他、「太田・黒田遺跡第50次調査 5.遺物(1)(2)」 について

は同財団学芸員川口修実が、「太田・黒田遺跡第50次調査 5.遺物 (3)(4)(5)」 については同財

団学芸員奥村 薫がそれぞれ分担し、本書の構成については益田雅司が行った。

7 写真図版の遺物に付 した数字番号は実汲1図番号に対応する。

8 本書の作成にあたり、関係機関等の方々に有益な御教示・御指導を賜ったことに感謝の意を表

します。



本文 目次

太田・黒田遺跡第50次調査

1.調査の契機と経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2.位置と環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3.調査の方法と経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(1)調 査の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(2)調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4.遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(1)第 4～ 6遺構面検出の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(2)第 3遺構面検出の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(3)第 2遺構面検出の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(4)第 1遺構面検出の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5,遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(1)弥生時代の土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(2)古墳時代の土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(3)中世の土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(4)瓦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(5)土製品 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(6)石器・石製品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(7)自 然遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6.ま とめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1

2

4

4

4

6

6

7

7

10

10

11

13

14

15

15

16

18

18

川辺遺跡発掘調査

1.調査の契機と経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

2.位置と環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

3.既往の調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

4.調査の方法と経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26

(1)調査の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26

(2)調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 。27

5。 遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28

6.遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

(1)縄文時代の土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

(2)弥生時代の上器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35

(3)古墳時代以降の土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

(4)石 器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37

(5)石 製品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 。39

(6)金属製品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

(7)自 然遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7.ま とめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

報告書抄録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

39

39

40

42



図版目次

図版 1 太田・黒田遺跡遺構  調査前の状況 (東から)、 第 1区第 5遺構面全景 (南から)

図版 2 太田・黒田遺跡遺構  第 1区第 3遺構面全景 (南から)、 第 2区第 3遺構面全景(西から)

図版 3 太田・黒田遺跡遺構  第 1区第 2遺構面全景 (北から)、 第 1区第 2遺構面全景 (東から)

図版 4 太田・黒田遺跡遺構  第 2区第 2遺構面全景 (東から)、 第 1区第 1遺構面全景 (北から)

図版 5 太田・黒田遺跡遺構  SK-13(南東から)、 SK-13土層堆積状況 (南東から)

図版 6 太田・黒田遺跡遺構  SB-2(lL東から)、 SB-2土層堆積状況 (南東から)

図版 7 太田・黒田遺跡遺構  SB-1(lL東から)、 SB-1土層堆積状況 (南西から)

図版 8 太田・黒田遺跡遺構  SD-3・ 5土層堆積状況 (南から)、

SD-1土層堆積状況 (南西から)

図版 9 太田・黒田遺跡遺構  第 1区東壁土層堆積状況 X=‐ 196304m付近 (西から)、

第 2区北壁土層堆積状況 Y=-73912m付 近 (南から)

図版10 太田・黒田遺跡遺物  SK-13出 土遺物

図版11 太田・黒田遺跡遺物  弥生土器

図版12 太田・黒田遺跡遺物  土師器、須恵器

図版13 大田・黒田遺跡遺物  中世の土器、瓦、上製品

図版14 太田・黒田遺跡遺物  石器、石製品

図版15 川辺遺跡遺構  調査前の状況 (東から)、 調査地全景 (右が北)

図版16 川辺遺跡遺構  第 1区全景 (東から)、 第 2区全景 (北から)

図版17 川辺遺跡遺構  第 2区全景(南から)、 第 2区サブトレンチ2縄文土器出土状況 (北東から)

図版18 川辺遺跡遺構  第 2区SB-1・ 2(北から)、 第 2区SB-1(右 が北)

図版19 川辺遺跡遺構  第 2区SB-1(東 から)、 第 2区SB-1(北 から)

図版20 川辺遺跡遺構  第 2区SB-1炉 1・ 2(南東から)、

第 2区SB-1炉 1土層堆積状況 (南西から)

図版21 川辺遺跡遺構  第 2区SB-lP-4土 層堆積状況 (東から)、

第 2区SB-lP-4遺 物出土状況 (東から)

図版22 川辺遺跡遺構  第 2区SB-2(北 から)、 第 2区SB-2(東 から)

図版23 川辺遺跡遺構  第 2区SB-2炉土層堆積状況 (東から)、

第 2区SB-2P-1遺 物出土状況 (西から)

図版24 川辺遺跡遺構  第 1区SK-1(西 から)、 第 1区SK-1土層堆積状況 (南から)

図版25 川辺遺跡遺構  第 2区Ⅸ -10～ 13(南東から)、 第 2区Ⅸ -10～ 13盛土畦畔(南東から)

図版26 り‖辺遺跡遺構  第 2区Ⅸ -10～ 13土層堆積状況 (南西から)、 第 2区Ⅸ -17～21(東から)

図版27 川辺遺跡遺構  第 1区サブ トレンチ 1東壁土層堆積状況 (西 から)、

第 2区サブ トレンチ 4西壁土層堆積状況 (東 から)

図版28 川辺遺跡遺物  縄文土器、弥生土器

図版29 川辺遺跡遺物  弥生土器、古墳時代以降の上器

図版30 川辺遺跡遺物  石器、石製品、金属製品



太田・黒田道跡 第50次調査



1.調査の契機と経過

今回の調査は、和歌山市大田514-18番地において個人住宅が建築されることになり、この場所

が『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載された周知の遺跡である大田・黒田遺跡 (遺跡番

号327)及び太田城跡 (遺跡番号356)の範囲内であったため、和歌山市教育委員会が届け出を行い、

この工事に先立つ遺跡確認のための発掘調査を行うこととなった。この調査は、同市教育委員会が

国庫補助金を得て実施 したもので、同市教育委員会の指導のもと財団法人和歌山市文化体育振興事

業団が委託を受けて行った。

太田・黒田遺跡は、紀 ノ川下流域南岸の和歌山平野ほぼ中央部、JR和歌山駅東側の和歌山市太

田から黒田にかけて広がる遺跡で、平野部でも微高地にあたる地点に位置 し、数多くの遺跡が分布

する地域に所在する (第 1図 )。 この遺跡は、東西500m、 南北850mの範囲であり、これまでに49

次にわたる発掘調査が行われ、弥生時代から江戸時代にかけての複合遺跡として周知 されている。

これらの調査では、竪穴住居や井戸、清、土坑墓、土器棺墓、本田などの遺構、銅鐸・銅鏃などの

金属器や多量の土器類などが発見され、弥生時代前期から中期にかけての県内最大規模をほこる集

落跡であることが確認されている。また古墳時代から江戸時代にかけての遺構、遺物を多数検出し

ている。特に、室町時代には羽柴秀吉

に水攻めを受けたとされる大田城跡の

推定地が重複 している。

今回の調査地は、太田 l黒田遺跡の

中央やや南側、太田城跡のほぼ中央部

に位置 し、昨年度調査を行い弥生時代

前期の 2条の環濠を検出した第45次調

査地及び弥生時代中期初頭の竪穴住居

を検出した第46次調査地の隣接地にあ

たる (第 3図 )。 この第45次調査で検

出した環濠は、1995年に調査を行った

第26次調査で検出した大満の延長部で

あることが判明し、この弥生時代前期

環濠が前期集落の西側を取りまくもの

と考えられた。このことから、当調査

地は前期環濠集落の内側に位置 し、弥

生時代前期の遺構・遺物が検出される

ものと推定された。

現地における調査は、平成13年 6月

14日 に開始 し、約 lヶ 月の期間を要し、

同年 7月 19日 にすべての作業を終了し

た。
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2.位置と環境

太田・黒田遺跡 (1)は、和歌山市のほぼ中央部にあたる紀ノ川南岸の沖積平野上に立地する遺

跡である。当遺跡が所在する和歌山市大田及び黒田周辺から南東方向にあたる同市秋月・鳴神地域

にかけては、平野部のなかでも標高 4m前後を汲1る 比較的高い微高地上にあたる地点であり、紀ノ

川の沖積作用による陸化が比較的早く進んだ地域といえる。またこの周辺の平野部には、集中して

遺跡が形成 されたことで注目される地点である (第 2図 )。

周辺の遺跡について概観すると、縄文時代の遺跡として東側約1.6kmに 国の史跡に指定されてい

る鳴神貝塚 (27)力 位`置する。鳴神貝塚は、近畿地方で最初に発見された貝塚として知られ、土坑

墓や甕棺が検出され、縄文時代中期から晩期の土器とともに弥生時代前期の土器も出土している。

また縄文晩期の土坑墓から猿の撓骨で作った耳栓を供伴した若い女性の伸展葬人骨が発見され、上

下の門歯を抜歯していたことなどから、この女性がシャーマンではなかったかと考えられている。

弥生時代には当遺跡を初めとして平野部を中心に多くの遺跡が営まれている。当遺跡の南東側に

隣接する秋月遺跡 (23)の東部における近年の調査では、前期の石器製作に関するとみられる土坑

などが検出され、太田・黒田遺跡に最も近接する前期集落の存在が明らかとなった。また当遺跡で

は、1995年 に行われた第26次調査において中期初頭頃の水田が 3面検出されており、南側約2.5km

に位置する神前遺跡 (42)に おいて検出された水田とともに県内最古級の水田遺構として注目され

ている。

古墳時代では、当遺跡においても竪穴住居などが検出されており、弥生時代と同様に平野部を中

心として集落が形成 されている状況である。当遺跡の西側約500mに位置する友田町遺跡 (3)で

は前期から後期にかけての竪穴住居や掘立柱建物などの遺構が検出され、当遺跡の古墳時代集落と

の関係が重点課題のひとつとして考えられている。また先述の秋月遺跡やその東側の鳴神Ⅳ遺跡

(24)や音浦遺跡 (28)な どの鳴神遺跡群からは、多数の竪穴住居、掘立柱建物などの遺構が検出

され、この周辺が古墳時代の集落の中心部であったものと考えられる。古墳の築造は、秋月遺跡に

おいて県内最古級の前方後円墳及び方墳群が築造され、その周辺部の鳴神 V遺跡 (25)な どにおい

ても円墳及び方墳群が造られている。そして、前期末には花山丘陵上に花山古墳群 (29)力 S、 中期

後半から後期にかけて岩橋山塊に岩橋千塚古墳群 (35)や寺内古墳群 (41)な どが形成 された。

歴史時代になると、鳴神 V遺跡において奈良時代から平安時代にかけての土馬、陶硯、緑釉・灰

釉陶器、初期貿易陶磁器などの特記すべき遺物が出土し、官衛的な施設が存在していたものと考え

られている。秋月遺跡においても、奈良時代から室町時代にかけての掘立柱建物や井戸などが検出

され、日前・国懸神官に関わる大規模な集落跡が存在するものとみられる。この地域南方一帯は、

県内最大規模の条里地割の痕跡が良好に残っている地域であり、河南条里と呼称 されている。

室町時代には、当遺跡の南半部を中心として太田城の推定地が存在する。太田城は羽柴秀吉の紀

州攻めの際の水攻めがよく知られるところであるが、その構造や規模は不明である。しかし、1968

年に行われた当初の調査や1987年の第19次調査などにおいて、東西方向の幅10m、 深 さ3mを汲1る

中世の大満が検出され、太田城に関わりをもつ遺構として注目されている。また水攻めに関すると

される遺構では、太田城水攻め堤跡 (22)と して同市出水の地にわずかに残 されている。
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番号 遺 跡 名 時 代 番号 遺 跡 名 時 代 番号 遺 跡 名 時  代

1 太田・黒田遺跡 弥生～近世 5 高丼遺跡 縄文～鎌倉 29 花山古墳群 古 墳

2 太田城跡 安土 桃山 6 府中Ⅱ遺跡 弓ホ生 30 津秦遺跡 弥生

3 友田町遺跡 弥生～平安 フ 府中Ⅳ還跡 弥生～古墳 31 津秦Ⅱ遺跡 古墳～奈艮

4 木広町遺跡 弥生 8 田屋遺lu」 弥生～古墳 32 鳴神Ⅱ遺跡 弥生～平安

5 和歌山城跡 近 世 9 西田丼遺跡 弥生～中世 33 栗栖 I遺跡 古 墳

6 本願寺跡 中世 ～ 20 有本銅鐸出土地 弥生 34 岩橋 ]遺跡 古墳～室町

フ 鷺ノ森遺跡 弥生～江戸 21 紀ノ川銅鐸出土地 弥生 35 岩橋千塚古墳群 古墳

8 山吹丁遺跡 弥生～古墳 22 太田城水攻め堤跡 戦国～江戸 36 大日山 I遺跡 古墳～奈艮

9 国有本遺 ly」 弥生～古墳 23 秋月遺跡 弥生～平安 37 井辺 I遺跡 弥生～古墳

0 鳴滝遺跡 占墳 24 鳴神Ⅳ還跡 弥生～江戸 38 井辺Ⅱ遺跡 弥生～古墳

] 鳴滝古墳群 占項 25 鳴神V遺跡 弥生～平安 39 井辺遺跡 弥 生

2 法然寺遺跡 弓ホ生 26 鳴神Ⅵ遺跡 弥生～江戸 40 井辺前山古墳群 古墳

3 六十谷遺跡 縄文～弥生 27 鳴神貝塚 縄文～弥生 4] 寺内古墳群 古 墳

4 西辻遺跡 弥生 28 音浦遺跡 古 墳 42 神前遺跡 弓な生

第 2図 太田・黒田遺跡周辺の遺跡分布図
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3.調査の方法と経過

(1)調査の方法

調査区は、深掘 される建物の基礎部分にあたる地点に「L」 字状に設定し、北収1に位置する東西

幅 3m、 南北長 8mの範囲を第 1区、南北幅 2m、 東西長 9mの範囲を第 2区 と定めた。また、隣

接する調査範囲の位置関係を含め第 3図に示 した。

調査の方法は、当地が整地を施 した宅地 (図版 1上)であったことから、上層の整地土を重機に

よって掘削を行い、第 2層以下の遺物包合層と遺構の調査を人力掘削によって行った。竪穴住居や

満などの遺構掘削については、土層堆積観察用のベル トを直交するライン上に設け、写真撮影を行

い、 2層以上の堆積が確認できたものについては実浪1図等の記録保存を行った。土層の色調及び土

質の観察については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を用いた。

図面による記録は、平面図に関しては国土座標軸を基準とした値を使用し、このラインを基準に

1/20の 縮尺を用い手実測を行った。また遺跡の水準は、国家水準点 (T.P.値)を基準とした。

(2)調査の概要

調査地の基本層序は第 4図に示 したとおりである。この基本層序は、2000年に調査を行った南側

隣接地の第46次調査に対応 し、この調査では第 3層上面 (室町～江戸時代 )、 第 4a層上面 (弥生時

Y=-73950m

|

Y=-73930m

|

第46次調査

X=‐196290m

X=-196310m
第45次調査

0                             20m

|

第 3図 調査地区割図

-4-

今回の調査地



代中期～鎌倉時代 )、 第 4b層上面 (弥生時代中期初頭 )、 第 6層上面 (弥生時代前期末)において

4面の遺構面が検出されている。今回の調査では、さらに第 7層上面及び第 5層上面において新た

に遺構を検出し、先述の 4面の遺構面を含め、 6面の遺構面が存在することを明らかにした。

調査地の現況が宅地であるため、表土は厚さ5～ 30cmを 測る整地土である。この土地の地表面は

西から東にかけて緩やかな傾斜をもつ。このため、北側隣接地で昨年度に行った第46次調査等にお

いて確認 した第 1層は、当地では整地を行った際に削平を受けているとみられた。第 2層は、第 2

区東端の東側において 5 cm程度であるのに対 して第 1区周辺の西側では50cm程度と厚く堆積してい

る。また第 3層は30～ 40cmの厚みをもち東から西に緩やかに傾斜をもつ。この傾斜は現地表面とは

異なる傾斜であり、本来東側の第 2層 も厚く堆積していたものが削られて現状に至っているものと

判断できた。この第 2層は、江戸時代もしくはそれ以降の堆積上である。また第 3層は黒褐色系の

シル ト質層で、多量の土器を含む遺物包含層である。この第 3層の上面が第 1遺構面であり、第 1

区において室町時代の溝 2条、江戸時代の土坑 1基を検出した。第 3層以下の状況は、黄褐色系の

シル ト質土層 (第 4層)が比較的細かく数単位に分けられ、ほぼ水平堆積する状況が確認できた。

この状況は、北側隣接地の第46次調査及び西側隣接地の第45次調査地点においても類似する様相で

ある。各層における検出遺構は、まず第4a層の上面 (第 2遺構面)で弥生時代中期から鎌倉時代ま

での清や土坑・ピットなどを、第 4b層 (第 3遺構面)の上面で弥生時代中期古段階のビットや土

坑などを検出した。また、さらに下層の状況は、第 5層上面 (第 4遺構面)において弥生時代中期

初頭頃のビットを、第 6層上面 (第 5遺構面)で弥生時代前期新段階の土坑やピットをそれぞれ検出

した。このなかで、第 5層上面 (第 4遺構面)に おける遺構は、今回新たに検出したものである。ま

た第 1区の東壁直下に設定したサブ トレンチ内における第 7層上面 (第 6遺構面)に おいても土坑

1基を検出した。この第 7層上面での遺構の検出は、第46次調査時において炭層の堆積を検出し、

遺構面の存在が指摘されていたものであり、今回それを明確にしたことになる。

以上のことから、今回の調査では遺構面が少なくとも6面存在することを明らかにした。また第

7層以下の状況は、今回の調査では確認できなかったが、近年の調査成果からみて第 7層 も遺物包

含層である可能性が高いものとみられる。

第 1区東壁

X=-196306m付近

第 2区北壁

Y=-73914m付近

整地土

L=350m

2 10YR4/1(掲灰)粗砂混シル ト

3 10YR3/2(黒褐)粗砂混シル ト

4a10YR5/6(黄 褐)粗砂混シル ト

(10YR4/2(灰 黄褐)シル トブロックを含む)

4b10YR5/6(黄 褐)シル ト

5 10YR5/4(にぶい黄褐)シリレト

6 10YR4/6(褐 )シリレト

7 10YR5/4(にぶい黄褐)シリレト

第 4図 調査地土層柱状模式図

L=250m

3

5

6

77
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4.遺構

今回の調査では、遺構面を6面検出し、弥生時代前期から江戸時代にかけての遺構を多数検出し

た。以下、各遺構面ごとに遺構の記述を行い、なかでも重要と考えられるものについては個別に説

明を行う。

なお、第 1遺構面については、遺構を検出した第 1区のみを示 した。また第 4遺構面については

第 2区の西端の一部においてのみ検出したものであるため、第11区のサブ トレンチ調査によって検

出した第 6遺構面とともに第 5遺構面の平面図に部分的に追加 して示した。

(1)第 4～ 6遺構面検出の遺構 (第 5図 )

第 6遺構面は、第 1区の東壁直下において設定したサブ トレンチ内の第 7層上面 (標高約2.5m)

において検出したものである8検出した遺構は、弥生時代前期後半の土坑 1基 (SK-22)で ある。

[SK-22]

SK-22は長辺1.8m以上、短辺0.5m以上、深さ25cmの 不定形のもので、覆土は 2単位に分けられ、

上層が黄褐色の色調をもつ粘土、下層が褐灰色の色調をもつ粘土で、下層には焼土と炭が含まれて

いた。

第 5遺構面は、調査区全体の第 6層上面 (標高2.7m前後)において検出したものである。遺構

は、弥生時代前期後半の土坑 2基 (SK-19・ 20)と ピットを多数検出した (図版 1下 )。 このなか

第 1区

第 2区

第 5図 第 5遺構面遺構平面図 (第 4・ 6遺構面を部分的に追加。)

ル
ヽ
―

◎メX SK‐20
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で、第 1区において検出したSK-19・ 20に は多条のヘラ描直線文をもつ紀伊第 I様式新段階に併

行する弥生土器が一定量出土した。またP-67は長径90cm、 短径35cm、 深さ45cmの楕円形のもので、

同時期に併行する土器とともに石庖丁 (第20図 、60)が 1点出土した。

第 4遺構面の遺構は、第 5層上面 (標高約2.9m)で検出したもので、第 2区の西端の一部のみ

において弥生時代中期初頭とみられるピット2基を検出した。

(2)第 3遺構面検出の遺構 (第 6図、図版 2)

第 3遺構面は、調査区全体の第 4b層上面 (標高約3.Om)に おいて検出したものである。遺構は、

弥生時代中期前半の土坑 7基 (SK-14～ 18・ 21・ 23)と ピットを多数検出した。

[SK-16・ 21・ 23]

第 1区北端部において検出したSK-16及び第 2区東端部において検出したSK-21・ 23は 、とも

に全形が不明であるが直径 lm程度、深さ20～ 40cm程度の円形のものとみられ、覆土の上部は黄褐

色系のシル ト質土層で埋まっているが、下層には炭が多量に含まれていることなど類似点のある遺

構である。これらのことから、炉の可能性が考えられる遺構として注目できる。

(3)第 2遺構面検出の遺構 (第 7図、図版 3・ 4上 )

第 2遺構面は、調査区全体の第 4a層上面 (標高3.1～ 3.3m)において検出したもので、今回の調

査のなかでは最 も多くの遺構 を検出 した遺構面にあたる。遺構は、弥生時代中期の土坑 3基

Y=‐ 7 924m

第 1区

o                     5m

第 6図 第 3遺構面遺構平面図

高瘍
泊5o
◎%
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(SK-9。 12・ 13)、 古墳時代の竪穴住居 2棟 (SB-1・ 2)、 清 2条 (SD-5。 7)、 土坑 6基

(SK-2・ 4・ 6～ 8・ 10)、 平安時代の溝 1条 (SD-6)、 鎌倉時代の清 2条 (SD-3・ 4)、 土

坑 1基 (SK-11)のほか、弥生時代中期から鎌倉時代にかけてのビットを多数検出した。

【弥生時代の遺構】

[SK-13](第 8図、図版 5)

SK-13は 、第 1区北半部で検出した長径1.8m、 短径1.2mの楕円形の土坑で、最深部では検出面

からの深さが63cmである。覆上は5単位に分けられ、上部が黒褐色系の粗砂混シル トで、下層にな

ると黄灰色系の色調となり、土質は粘土質から砂質となる。遺物からみて紀伊第Ⅱ様式に併行する

時期のものとみられ、一定量の壺や甕などの弥生土器が出土した。

[SK-12]

SK-12は 、第 2区の中央部において検出した土坑で、上部は古墳時代の土坑 (SK-7)に よっ

て肖1平 を受けている。規模は、長径90cm以上、短径70cm、 検出面からの深さ74cmの もので、紀伊第

Ⅲ様式の新段階に併行するものとみられる。この土坑内からは、弥生土器壺 (第 15図、19)が 1点

出上した。

【古墳時代の遺構】

[SB-2](第 9図、図版 6)

SB-2は、第 2区の中央部で検出した竪穴住居である。調査区が狭少な範囲であったことと、

西側のほとんどの部分が後出する他の遺構と重複し、削平を受けていたため北壁際の一部のみの検

0
|_

第 7図 第 2遺構面還構平面 図

第 1区

Y=‐73916m
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出となった。この検出した壁面及び壁満が直線的であるの

で、方形 もしくは隅円方形のプランをもつ住居と考えられ

る。床面までの深 さは約15cm、 壁満の幅約50cm、 床面から

の深 さ約15cmで ある。出土 した遺物から、前期の範疇にお

さまるものとみられる。

[SB-1](第 10図、図版 7)

SB-1は第 1区南端部から第 2区にかけて検出した竪穴

住居であり、北側 と東側の壁面 と壁満の一部を検出 した。

この住居は、東西長4.8m以上、南北長2.2m以上の方形の平

面形をもつ ものと考えられる。覆土は黒褐色系の粗砂を含

むシル ト質土層の単層であり、出土 した遺物から後期に比

定できるものとみられる。

[SD-5](第 11図、図版 8上 )

SD-5は、第 1区北半部で検出した幅50～ 60cm、 検出面

からの深 さ約40cmの 清である。覆土は 3単位に分けられ、

ともに黒褐色の色調をもつが、下層ほど粘性が強い。この

満も遺物からみて、中期に比定できるものとみられる。

このほか、第 1区北端の土坑 (SK-2)は 、中期に位置

づけられるもので馬の歯が 1点出土 したほか、第 2区北半

部で検出した不定形の土坑 (SK-7)か らは後期末の土器

が多量に出土した。

【平安時代の遺構】

[SD-6]

SD-6は、第 1区 中央部において検出した東西方向にの

びる満で、幅50～ 60cm、 深 さ20cm前 後である。今回の調査

では、黒色土器が一定量出土 しているが、平安時代とみら

れる遺構はSD-6のみである。

【鎌倉時代の遺構】

[SD-3・ 4]

SD-3は、第 1区 を南北に貫いてのびる溝である。この

満は幅約50cm、 深 さ10～ 15cm前後であり、第46次調査にお

いて検出した満の延長部とみられ、その状況からN-12° 一

Eの方向性で直線的に20m以上続 くものとみられる。またそ

の流路方向は底面の比高差からみて、北から南と考えられ

る。またSD-4は SD-3と 直交 して重なりをもつ溝で、

SD-3よ り先行するものである。

A
L=320m

1 25Y3/2(黒褐)粗砂混シル ト

2 25Y4/1(黄灰)粗砂混シル ト (炭 を含む)

3 25Y4/2(暗灰黄)粗砂混粘土

4 25Y4′2(暗灰黄)細砂

5 25Y4′4(ォ リーブ褐)シル ト

第 8図 SK-13土層断面図

l SB2 10YR4/1(褐灰)粗砂混シルト
(黄色シルトブロックを含む)

2 SB‐ 2 壁溝 10YR32(黒褐)粗砂混シルト

3 SK8 10YR3/1(黒 褐)粗砂混シルト

第 9図 SB-2土 層断面図

C

L=330m

SBl 10YR3/2(黒 褐)粗砂混シルト

SB‐ 1壁溝 10YR3/1(黒 掲)粗砂混シル ト

SK9 10YR3/1(黒 褐)粗砂混シル ト

SK 4 10YR373(暗 褐)粗砂混シルト

第10図  SB-1土層断面図

D

L=320m

A:

D:

l SD 3 10YR3ね (黒褐)粗砂混シルト

2 SD5 10YR2/3(黒 褐)粗砂混シルト

3  ″  10YR2/2(黒 褐)粗砂混粘土

4  ″  10YR3/2(黒 褐)粘土

(黄色シルトプロックを含む)

第 11図  SD-3・ 5土層断面図
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[SK-11]

SK-11は、SD-4と 重なりをもつ土坑である。こ

の土坑は、東西幅30cm以上、南北幅90cm以上のもので、

復元径 lm程度の円形のものとみられる。深さは検出

面から1.2mの深 さまで掘肖Jし たが、湧水等の悪条件

のため底面まで掘削することはできなかった。遺構の

性格としては、井戸の可能性が高いものである。

(4)第 1遺構面検出の遺構 (第 12図、図版 4下 )

第 1遺構面は、第 3層上面 (標高約3.5m)に おい

て検出したもので、遺構が検出できたのは第 1区のみ

である。検出した遺構は、室町時代の溝 2条 (SD―

1・ 2)及び江戸時代の土坑 1基 (SK-1)で ある。

[SD-1](第 13図、図版 8下 )

SD-1は 調査区を南北貫いてのびる満である。こ

の溝は、 2時期に分けられるもので、再掘削が行われ

たとみられる新段階のもの (SD-la)は 、幅90cm、

深さ30cm程度で暗灰黄褐色系の色調をもち、覆土は 2

単位に分けられる。また古段階のもの (SD-lb)は

西肩部を検出し、少なくとも幅95cm以上、深さ15cm程

度を波1る ものとみられる。この満の新段階の延長部は

第46次調査において検出しており、その状況からN―

14° 一Eの方向性で直線的に20m以上続 くものとみら

れる。また古墳時代の遺物混入とみられる須恵器イイ

ダコ壺 (第 16図、34)が SD-lbか ら出土 した。

5.遺物

0                     5m

第 12図 第 1遺構面遺構平面 図

E
L=340m

Y=73924m

l 第 駆

SD‐ 2

EI

l SDla 25Y5/2(暗 灰黄)細砂混シルト

2  ″  25Y52(暗 灰黄)粗砂混シル ト

3 SD lb 10YR 4r2(灰黄褐)粗砂

4  ″  10YR 3′2(黒褐)粗砂混シル ト

5  ″  25Y4/2(暗 灰黄)シル ト

第 13図 SD-1土層断面図

遺物は、各時代の遺構の覆土や第 2～ 7層の遺物包合層から遺物収納コンテナ約14箱分が出土し

た。これら遺物の内容は、弥生時代前期から中期にかけての土器をはじめ、土師器、須恵器、黒色

土器、中世土師器、瓦器、瓦質土器、輸入陶磁器、国産陶磁器、瓦、石器、石製品などがある。な

かでも、弥生土器、土師器において一括性が高い重要視される遺物群があり、また特筆されるもの

に第 1区第 1遺構面のSD-1か ら出土 した古墳時代の遺物混入とみられる須恵器イイダコ壺や碧

玉製の管玉がある。

本書では、これらの遺物を遺構出土の一括性が高いものを中心として、大きく各時代に分類 して

ふれ、その後に瓦や石器、石製品などを個別に説明する。

-10-



(1)弥生時代の土器

[SK-13出土土器](第 14図 1～ 7、 図版10)

1～ 5は壺である。 1は口径22.4cm、 復元器高38.Ocm、 底径8.2cmを 波1る 広口壺で、卵形の体部に

短 く外反する国縁部を有する。外面は、体部下半から底部にかけてタテ方向のヘラミガキ調整、国

縁部から体部上位にかけてはタテ方向のハケ調整を施 し、体部はハケメをナデ消 している。内面は

ナデ調整を基本とするが、頸部にはヨコ方向のヘラミガキが施 され、上部はナデ消 しが行われる。

2は国径17.Ocmを 測る広口壺で、大きくひらく口縁上端部は面をもち、端部を大きく垂下させ、外

端部をつくり出す。内外面ともにハケ調整で、頸部外面にはクシ描直線文が、回縁外端面には波長

の細かい波状文がそれぞれ施 される。また、胎土中には、雲母が多量に含まれており、搬入土器の

可能性がある。 3は、回径8.2cmを 波1る 小型の広回細頸壺である。□縁外端面には刻み目が、頸部

外面にはクシ描直線文が施 される。 4・ 5は、底部である。 4は底径8.0～8.5cmを 測るもので、外

面及び外底面にはヘラミガキが施 された後、端部をヨコナデによって調整する。 5は底径6.Ocmを

測 り、底部の形状は上げ底状を呈する。外面は、僅かなヘラミガキが観察されるが不明瞭である。

内面は、板状工具によるナデ調整がみられる。

6。 7は、紀伊型甕である。 6は回径19.8cmを 測る国縁の破片で、国縁端部の形状はやや丸みを

もち、体部外面はヨコ方向のヘラケズリの後、上位から回縁部にかけてヨコナデ調整を施す。 7は

底径9.Ocmを 測る底部で、外面はタテ方向のヘラケズリの後、ヨコナデによって調整する。

これらの土器は、 2を 除いて胎土中に石英・結晶片岩などを含むことから、在地系の土器と考え

られ、時期的には紀伊第Ⅱ様式に併行するものと考えられる。

[SK-20他出土土器](第 15図 8～ 19、 図版11)

8は広口壺の頸部で、タテ方向のハケ調整の後、部分的にヘラミガキを行い、ヘラ描による沈線

亦

第 14図  遺物実測図 1
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を4条以上施すものである。 9・ 10は、日縁部に突帯を貼付けるものである。 9は回径25.8cmを 測

る甕で、国縁部はナデと指オサエによって成形 し、体部から回縁部にかけてハケによる調整が施 さ

れ、国縁端部のハケメはナデ消 される。内面は、ヨコ方向のハケ調整である。10は、国径33.8cmを

潰1る 鉢で、外面にはタテ方向のハケ調整の後、把手が貼付けられている。内面はタテ方向のナデに

よる調整がみられるが、回縁内端部にはヨコハケがみられる。11は壺の体部上半の破片であり、外

面にはクシ描による直線文・流水文の後、ヘラ描による沈線を施 し、最後にヘラ先による三角形の

刺突文が施 される。12は、国径12.Ocmを 測る直口壺である。内外面ともにナデによる調整の後、外

面にはクシ描直線文が 4条以上施 される。13は口径26.4cmを 浪1る 広口壺で、国縁端部を強いヨコナ

デによって肥厚 させながら壬下部をつくり、その下端部にはクシ先によって刻み目を施 している。

内外面ともにヘラミガキによって調整され、外面にはクシ描直線文が 2条以上施される。14～ 17は、

紀伊型甕である。14・ 15は回縁部の破片で、14の 回縁上端部は強いヨコナデ調整によって面をなす

が、15はやや丸みのある形状を呈する。16・ 17は、底部である。ともにタテ方向のヘラケズリの後、

下端部はヨコ方向のナデによって調整 される。底径は16が 7.Ocm、 17が7.6cmで ある。18も 甕で回径

33.8cmを 波1り 、国縁端部はやや肥厚 し、体部の張 りが弱い形態を呈する。19は 口径19.2cmを 汲1り 、

□縁部が有段状をなす直口壺である。□縁部は強いヨコナデ調整が施され、国縁部と頸部の境は突

帯状に肥厚 している。外面はタテ方向のハケの後、ナデによって調整 し、日縁部はクシ描波状文が

2条、頸部から体部にかけてはクシ描直線文が 3条以上施された後、円形浮文が貼付けられ、浮文

はさらに竹管文によって加飾 されている。

以上の土器は、胎土の特徴から在地系の土器と考えられ、時期的には 8～ 10が紀伊第 I-2～ 3

様式、11～18が紀伊第Ⅱ様式、19が紀伊第皿-3様式に併行するものと考えられる。これらの出土

位置は、 8・ 9・ 11が第 6層、10がSK-20、 12・ 18が第4b層 、13が SK-15、 14～ 16が第 5層、17

第 15図 遺物実測図 2
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がP-47、 19がSK-12で あるが、11に ついては第 5層の混入である可能性が高い。

(2)古墳時代の土器 (第 16図20～ 34、 図版12)

20～ 26は 、土師器である。20は甕で、国径15.6cmを 沢1り 、日縁部は「く」の字状に外反 し、体部

はヨコ方向のタタキ、内面はヨコ方向の板ナデによって調整 される。21は壺とみられ、日径16.8cm

を測り、やや退化 した有段状の回縁形態を呈する。内外面にはナデに先行するハケ調整がみられる。

22は 回径13.2cmを 汲1る 甕で、全体的にやや粗雑なつくりであり、国縁部内面にはヨコ方向の粗いハ

ケ調整が施される。23～ 25は高杯である。23・ 24は杯部外面に段を有 し、国径は23が 14.Ocm、 24が

14.8clllを波1る 。ともにナデによる調整が施され、23の脚部には円孔が穿たれている。25は ラッパ状

にひらく脚部で、杯部外面及び、脚部内面はハケ調整が施される。26は脚台付きの製塩上器で、脚

部底径4.Ocmを 沢1り 、脚部には成形時の指頭圧痕がみられる。

27～ 34は 、須恵器である。27は 口径13.6cmを 汲1る 杯蓋で、国縁端部はやや屈曲させ、丸 くおさめ

る。28・ 29は低脚の高杯で、脚部は扁平に大きくひらき、下方に屈曲して接地するものであり、脚

部径は28が 7.6cm、 29が 8.3cmを 波1る 。30は 、題である。口縁部を欠損する以外はほぼ完形であり、

日縁形態は有段状を呈するものと考えられる。また円孔の周囲は、使用により破損 している。31～

33は 、甕である。回縁部の形態は、31が直立ぎみに立ち上がるもので、32・ 33は 回縁部を外反させ、

端部が肥厚するものであり、日径は31が 26.8cm、 32が 20.6cm、 33が 23.Ocmを波1る 。31・ 32は 体部外

面にカキメ調整、体部内面には当て具の痕跡がみられるが、33は 内外面ともにナデ消 しが行われる。

また31の肩部には、小突起の剥離痕跡が僅かに残存し、33の 国縁部外面にはヘラ記号と思われる刻

線がみられる。34は イイダコ壺である。残存高3.4cm、 残存幅4.2cmの破片で、全形は不明であるが、

鐸状をなすものと考えられる。把手部には、直径 9～ 10mmの 円fし が穿たれる。

ヽ

1                 3ビ

33

第16図 遺物実測図 3
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これらの出土位置は、20が SB-2、 21・ 24・ 26・ 28～33が第 3層、22・ 23が SD-5、 25が SK-7、

27が SB-1、 34が SD-lbか ら出土 したが、33については同一個体と考えられる破片がSB-1か ら出

土しており、本来はSB-1出土の土器である可能性が高い。

(3)中世の土器 (第 17図35～ 53、 図版13)

35～ 43は土師器である。35は 高台径4.7cmを 汲1る 椀で、赤褐色を呈する。36～ 39は 皿で、褐色系

の色調を呈 し、胎土は密である。36は 回径6.6cm、 器高1.5cm、 37は 回径7.6cm、 器高1.6cmを波1る 。内

面にタール状のものが付着 していることから灯明皿とみられる。38は 回径8.3cm、 器高1.3cm、 39は

回径9.5cm、 器高1.6cmを沢1る 。40・ 41は釜の回縁部である。40は 回径19.2cm、 41は 回径23.Ocmを 沢1る 。

40・ 41は鎌倉時代のものとみられる。42・ 43は鍋である。42は 口径23.8cmを 波1る もので、外面口縁

直下に突帯をもつものである。突帯下には平行タタキ調整が施 されている。43は 口径22.5cmを 測る

もので、外面体部側面に浅い平行タタキ調整がみられる。42・ 43は室町時代のものとみられる。

44～47は瓦器椀である。44は高台径5.3cmを 沢1る ものである。45は 回径14.6cmを 浪1る もので、外面

には指オサエ、内側面には密なミガキ調整が施されている。また、外面には重ね焼きの痕跡がみら

れる。46は 高台径4.7cmを 測 り、内面には45と 同様に密なミガキ調整が施 されている。44・ 45は共

に内底面に連結輪状暗文がみられる。47は高台径6.lcmを 測るものである。

｀
                  5

7
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48～ 50は瓦質土器羽釜である。これらは黒灰色を呈 し、胎土は密である。48は 口径27.8cm、 鍔部

径35.lcmを測 り、内面にはナナメ方向のハケ調整がみられる。49は 回径22.4cm、 鍔部径28.4cmを測

り、国縁部内面にはヨコ方向のハケ調整が施 されている。50は 国径21.8cm、 鍔部径29.Ocmを測る。

胎土は赤褐色であり、結晶片岩の砂粒を含むものである。

51・ 52は瀬戸美濃系陶器である。51は 天目茶碗の高台部で、高台径3.4cmを 汲1る 。円板状に周囲

を打ち欠き転用されたものである。52は 黒褐釉を体部下半まで施釉 した壺の底部である。底部径

6.8cm、 残存高3.Ocmを 沢1り 、底部には回転糸切 り痕がみられる。外底面は、化粧掛けが施 されてい

るものである。53は輸入磁器の白磁皿である。口縁部は釉をケズリ取ったものであり、いわゆる日

禿げのものである。48～ 53は室町時代のものとみられる。

それぞれの出上位置は、35・ 44は第 2区第 3層、36～ 38・ 40～ 43・ 45・ 46・ 48・ 50～52は第 1区

第 2層、39・ 49・ 53はSD-laの第 2層、47は 第 1区第 3層である。

(4)瓦 (第 18図54～ 57、 図版13)

54は左巻三巴文軒丸瓦で、外区

に圏線 と連珠文を配する。瓦当径

12.Ocm、 瓦当幅 1.2cm、 丸瓦部厚 さ

1.3cm、 残存長6.Ocmで ある。珠文径

3 mmを 測 り、珠文数は21個 を復元

できる。巴尾部が接することによ

って圏線状を呈する。巴文様の中

心部には直径 l mmの 突起がみられ

る。55は連珠文軒平瓦で、周縁近

くに細い圏線を配 しているもので

ある。瓦当幅4.3cm、 瓦当厚3.lcm、

|

|
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Ｆ

５４

「

:

55

o               20cm
ト

ー ー
一ま三f多>

第 18図 遺物実測図 5

平瓦部の厚 さ2.9cmを 沢1る 。珠文は直径1.Ocmを 測 り、珠文数 8個以 上である。56は 丸瓦の玉縁部で

ある。凹面に布目痕がみられる。玉縁部幅10.2cm、 玉縁部端部幅7.Ocm、 厚さ2.5cm、 残存長12.2cmを

波1る 。57は平瓦の木口部で、凸面に斜めコビキ痕が顕者にみられるものである。残存幅8.2cm、 厚

さ2.5cm、 残存長12.4cmを 波1る 。54～57は表面に細かな離れ砂の痕跡がみられる。

これらの出土位置は、第 1区第 2層からで、鎌倉時代のものとみられる。

(5)土製品 (第 19図 58・ 59、 図版13)

58は 管状土錘である。両端の細くなる円管形のものであり、全長4 7cm、 最大径1.4cmで 、重量は

7.lgで ある。黒褐色を呈 し、古墳時代のものと考えられる。59は 弥生土器の壺胴部の破片を利用

した円板状転用品である。周囲の破断面を丁寧に研磨 した    |

ものであ哄 直径 仁仇L厚 さ%皿で、重]螂 gで あれ
雫

これらの出土位置は、58が SD-laの 第 1層、59は P―

63で ある。
-59

０

５８
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(6)石器・石製品

[磨製石器](第20図 60～ 64、 図版14)

60・ 61は結晶片岩製の磨製石庖丁である。ともに直線刃で半月形を呈するものとみられ、61が約

1/2程度に欠失 している。60の 刃部は、使用による消耗が著 しく明瞭な稜が認められない。また裏

面の紐孔には上部に向け明瞭な扶れが観察できる。61は背部と刃部及び側面の一部にそれぞれ明瞭

‐Ｑ
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第20図 遺物実測図 7
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な敲打痕がみられるもので、石庖丁の破損品を叩き石として使用した可能性が考えられる。このよ

うな敲打痕は、60の背部にも観察され、この敲打によって紐孔部の一部まで破損 している。ともに

暗緑色の色調であるが、60に は石英質の白色の部分が確認できるc

62は 、結晶片岩製の扁平両刃石斧である。刃部の約1/2程度を欠損 しているが、復元刃部長2.9cm、

長さ4.9cm、 最大厚1.Ocmを 測るもので、重量は22.4gで ある。刃部の研磨は両側面の一部まで及ん

でいる。また上部の両側縁部には敲打痕が認められ、紐などを使用して固定するための扶 りの可能

性が考えられる。さらに、背部の状態や形状などからみて、石庖丁の破損品を転用した石斧の可能

性も考えられる。

63・ 64は結晶片岩製の磨製石斧を転用した叩石と考えられる。63は太形蛤刃石斧の転用品とみら

れ、裏面は大きく欠損 しているものの長さ12.5cm、 最大幅5.3cm、 残存厚3.6cmを 汲1り 、重量は400g

である。叩石として使用された敲打痕は、両端部と倶1縁面に観察できる。64は長さ10.2cm、 最大幅

4.lcm、 厚さ2.6cm、 重量200gの もので、裏面の一部が欠損 している。敲打痕は両端部と両側縁面を

中心に顕著にみられ、側縁部は敲打によってやや扶れるように窪んでいる。

これらの出土位置は、60が第 1区のP-67、 61が 第 1区第 3層、62が第 1区第 6層、63が 第 1区

第 2層、64が第 2区第 3層である。

[礫石器](第 20図 65～ 67、 図版14)

65は砂岩の河原石を用いた叩石である。長 さ8.6cm、 幅7.lcm、 厚 さ4.3cmを 測 り、重量350gの も

ので、側縁面を中心に敲打痕が観察できる。

66は砂岩の自然石を利用した重量1.57kgを 量る台石である。上面は約1/2程度を砥石として使用

したとみられる研磨痕がみられ、平滑になっている。他の部分は上部から敲打を受けたとみられる

痕跡が明瞭に確認できる。側面の 1面には同様の敲打痕が観察できるとともに、側縁部は叩石とし

ても使用したと考えられる敲打痕が確認できる。また、ほぼ全面が火を受けたとみられ、黒褐色に

変色 している。

67は砂岩を用いた重量670gを量る砥石である。両端部の 2面を除く他の面すべてに使用痕が認

められる。研磨痕には筋状に窪んだ帯状の単位が 6単位以上確認できる。また平滑面の側縁部に敲

打痕がみられることから、叩石もしくは台石としても使用

されたものと考えられる。

これらの出土位置は、65が第 2区SK-7、 66が第 1区   ~

SD-3、 67が第 1区第 5層である。

[碧玉製管玉](第21図 68、 図版14)

68は大半が欠失 した碧玉製管玉であり、残存長2.Ocm、 復

元径 1.3cm、 穿了L径3.5mmで ある。この管玉は、第 1区SD―

laか ら出土した。この管玉の色調は、暗緑色を呈する。

rくvf〕Y) |

、_ノ 68
0                     5cm

第21図 遺物実測図 8
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(7)自然遺物

今回の調査における自然遺物では、代表される

ものに,馬歯がある。馬歯は第 2区SK-7か ら1点

(写真 1)出土 したほか、SK-2か ら破片が出土し

ている。

写真 1 自然遺物 (馬歯)

6.まとめ

今回の調査成果のひとつとしては、これまで確認されていた4面の遺構面のほか、新たに2面の

遺構面を検出し、合計 6面の遺構   И    Y=7,930m

[層見[[露れ、こ覗][[5$ T… ノ
山釉 寛[R見負曇 口 L‐

l x 49629Clm

査では、今回の第 1・ 2・ 3・ 5

遺構面に対応する4面の遺構面を
第 46次調査

検出していたが、この調査に加え

て、今回第 5層上面及び第 7層上

面において新たに遺構を検出する
D

上面)が紀伊第 I様式の新段階古    .… …         C地 点
A地点     B地 点    _   

「
整地土、D地点

相、第 5遺構面 (第 6層上面)が    |… … |  |  |  1 2 1 ①
｀
江13■ 2

ことができた。遺構面の時期とし   0
ては、まず弥生時代に比定できる   

峙

ものとして、第 6遺構面 (第 7層    ―

紀伊第 I様式の新段階新相、第 4~~ __一 |  |  | ^ l ②

齢 面 悌 5層上面 湘 伊第Ⅱ 昌 男 嘉 〒 囲 丑

b層上面)が紀伊第 Ⅱ様式の新段

L=350m

7

4a10YR5お (黄褐)粗砂混シルト

(10YR4/2恢黄褐)シルトブロックを含む)

階、第 2遺構面 (第 4a層上面)       I R 1 4b(1:↓ ::信 機層行しχl
4o25Y5お (黄褐)細砂混シルト

が紀伊第皿様式の古段階以降にそ
       F帝 ¬  :~蕊漱 警 蜻亨

硯 ト

れぞれ位置づけられる。また第 2         1 11 1  :1?γ ],r,:]1壇Pr`)

遺構面では、弥生時代中期から鎌 :|:羊 :璃 耀日堰3[コ:t

8 10YR″ 3(に ぶい黄掲)シルト

9 25Y5お (黄褐)粘土
セ●句丹 l■■l ｀ =い 、 り↑ _LHヽ lヽ l 夕●′ψ フ ´ヽ  2 10YR4/1(掲 灰)粗砂混シルト           lo 2 5Y42(暗 灰黄)粘土

3 10YR3だ (黒褐)粗砂混シルト           1175Y5/1(灰 )粘土

倉時代までの遺構を検出し、第 1     
第22図 調査地周辺の遺構面対応土層柱状模式図

3

5

6
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遺構面 (第 3層上面)では室町時代から江戸時代までの遺構をそれぞれ検出した。さらに、第 7層

においても遺物が含まれている点からみて、紀伊第 I様式の新段階古相以前の生活面は第 7層 より

下層に存在する可能性があり、今回の調査ではその状況を確認するところまでには至っていない。

また第46次調査地との土層の対応関係からみて、江戸時代の水田開発等によって第 3層などが削

平を受けているB地点を除いて、他の地点ではそれぞれ対応する土層を確認することができた。こ

の状況から、第 5層 を境としてその上位にあたる第 1～ 4遺構面は北西側に位置するA地点から南

東側に位置するB地点に向かって緩やかに高くなり、また下位にあたる第 5遺構面はB・ C地点の

標高が高く、第 6遺構面はC地点の標高が最も高いという結果が得 られた。このことから、弥生時

代中期以降の遺構面が南東側に向かって高くなっていくものとみられ、集落の中心地と考えられる

微高地部が当調査地の南東側に位置するものと考えられる。また第 5遺構面 (第 6層上面)に対応

するとみられる第26次調査及び第45次調査において検出した弥生時代前期の環濠からみて、当調査

地がこの前期環濠集落の内側に位置するものとみられることから、現存する環濠内部の遺構面の標

高が約2.6m程度であるものと考え

られる。

遺構からみた成果では、まず弥

生時代前期の遺構検出である。今

回の調査では第 7層上面において

新たに遺構を検出し、既往の調査

成果のなかでもより古い段階の生

活面が存在することを明らかにし

た。また今回の調査地は、環濠推

定位置から10m程度に隣接する調

査区であったが、前期環濠に対応

する第 5遺構面においてピットや

土坑を検出することができた。北

側隣接地の第46次調査地でも部分

的な下層調査であったが土坑 2基

を検出しており、これらの環濠集

落内部ではかなりの密度で遺構が

検出されるものと推測できる (第

23図上)。

次に、古墳時代の遺構では、今

回の調査において竪穴住居を 2棟

検出し、第46次調査で検出した 1

棟 とともに、明らかに隣接 して確

認できる状況にあり、当遺跡では

合計 3例 目にあたる。しかし、こ

Y=-73950m

_$ |

Y=-73950m

|

列
ヽ
十一

井|イlイθ

齢・
X=‐ 196310m

|

弥生時代前期 (第 5遺構面 )

Y=‐ 73930m

|

堅穴住居

古墳時代 (第 2遺構面)

第23図 周辺の主要遺構配置図

堅穴住居

竪穴住居
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れらの竪穴住居は調査区が狭少な範囲であったことなどから、全形を明らかにしたものではない。

また第46次調査検出の竪穴住居のように床面までが削平を受け、壁溝だけが残存 しているという極

めて遺存状態の悪い状況にある。このことは、第45次調査地においても同様で、深掘 された井戸な

どの遺構だけが残存 している状況である。これに比べ、今回の調査区は比較的残存状態が良く、 2

棟の竪穴住居とも壁面や覆土が遺存しており、大田・黒田遺跡で検出された古墳時代の竪穴住居で

は最も良好なものといえる。これらの竪穴住居は、方形から隅円方形のプランをもつもので、その

方向性はすべて座標北からやや西に振っている。また時期的には今回の調査において検出した

SB-2が 最 も古 く、占墳時代初頭に位置づけられ、次いで第46次調査時のものが前期の範疇に、

そして今回のSB-1が後期に比定できる。竪穴住居以外に多数検出されている井戸は、第45次調

査で 2基、第46次調査で 3基検出されているが、これらはすべて前期の範疇におさまるものである

(第 23図下 )。 さらに、今回の調査において中期に比定できる満 (SD-5)や 上坑 (SK-2)、 後

期に比定できる土坑 (SK-7)な どを検出していることと、直上の遺物包含層 (第 3層 )か ら古

墳時代を通した遺物が多量に出土 していることなどから、当地周辺が古墳時代集落の中心部分の ´

角であるものと考えられる。

以上、今回の調査成果のなかで特に重要視された弥生時代前期と古墳時代についてふれてきたが、

第 3・ 4遺構面に対応する弥生時代中期前半の遺構や、第 2遺構面において検出された弥生時代中

期中頃と平安時代から鎌倉時代にかけての遺構、第 1遺構面において検出された室町時代から江戸

時代の遺構についても良好なものを多数検出した。また室町時代末期の大田城に関する明確な遺構

は検出できなかったが、第 1遺構面検出の溝 (SD-1・ 2)力 そ`の時期の範疇におさまるものと

考えられるため、今後の調査において関連性を確認する必要性がある。

最後に、遺物について、その割合からみれば弥生・古墳時代の遺物量が圧倒的に多くをしめる。

特殊な遺物では、古墳時代とみられるイイダコ壺が挙げられる。この土器は、主として大阪湾沿岸

域で出土するもので、和歌山県内での出土例は極めて少なく、和歌山市内では海浜集落である西庄

遺跡と関戸遺跡で各 1点の 2点のみが知られている。このイイダコ壺が太田・黒田遺跡にもたらさ

れていることについても今後の検討課題のひとつに挙げられるものであろう。

【参考文献】
『太田 黒田遺跡第26次発掘調査llk報 』(財 )沐日歌山市文化体育振興事業団 1995年

『大田・黒田遺跡第45次発掘調査現地説明会資料』 和歌山市教育委員会 (財 )和歌山市文化体育振興事業団 2000年

「大田・黒田遺跡第46次調査J『和歌山市内遺跡発掘調査概報―平成12年度―』 和歌山市教育委員会 2002年

大野左千夫他「和歌山県」埋蔵文化財研究会第19回研究集会 F海の生産用具―弥生時代から平安時代まで一』 1986年

『西庄発掘調査Ⅱ』(財 )和歌山県文化財センター 1999年
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川辺遺跡 発掘′調査
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1.調査の契機と経過

川辺遺跡は、和歌山市の北東部、那賀郡岩出町との境界近くに位置する遺跡である。川辺遺跡周

辺は、和歌山市内においても、弥生時代以降の大規模な複合遺跡が集中する箇所の一つであり、ま

た『日本書紀』安閑二年 (535年 )五月の条に記述 された「河辺屯倉」が設置されたと考えられて

いる地域である。本遺跡は、1987年度から1992年度にかけて実施 された、一般国道24号和歌山バイ

パスエ事に伴う調査において、縄文時代晩期から近世にわたる多数の遺構・遺物が検出され、大規

模な複合遺跡として周知されるようになった。近年にも県道和歌山貝塚線道路改良工事に伴い、遺

跡北部の調査が行われ、弥生時代後期から中世にかけての遺構 :・ 遺物が検出されており、遺跡中央

部から北部にかけては、その様相が明らかになりつつある。

今回の調査は、『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載 され、縄文時代から中世の集落跡

として周知されている川辺遺跡 (遺跡番号145)に ついて、その実態を解明するために、和歌山市

教育委員会が国庫補助金を得て発掘調査を実施 したものである。調査は財団法人和歌山市文化体育

振興事業団が同教育委員会から委託を受け、遺跡中央部にあたる和歌山市川辺237番地において、

面積192ゴ を調査対象として実施 した (第 1図 )。 現地における調査の期間は、平成13年 12月 26日 か

ら平成14年 2月 25日 までの約 2ヶ 月間を要した。
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2.位置と環境

和歌山市は、和歌山県の北西端に位置し、北は和泉山脈を境に大阪府泉南郡岬町・阪南市に、東

は和歌山県那賀郡岩出町及び貴志川町に、南は海南市に接 し、西は紀伊水道に面 している。本市は、

和泉山脈の南裾に沿って西流 し、紀伊水道に流れ込む紀ノ川により形成された和歌山平野を中心に

立地する。今回報告を行う川辺遺跡は、紀ノ川の河日から約12km上流の北岸に位置 し、和泉山脈の

南麓、紀ノ川との間に形成された標高11～ 12mを汲1る 沖積平野の微高地に立地する (第 2図 )。

川辺遺跡周辺における旧石器時代の遺跡は、現在のところ知られていないが、紀ノ川北岸地域の

遺跡として、鳴滝遺跡・園部出土のナイフ形石器が知られている。

縄文時代の遺跡としては、川辺遺跡 (1)、 高井遺跡 (7)、 六十谷遺跡 (9)な ど平野部から段

丘上に営まれた遺跡と、湯谷池西遺跡 (13)や名草池北遺跡 (18)な ど丘陵部に位置する遺跡が知

られており、土器や石器などの遺物が採集されている。川辺遺跡では、後期から晩期の土器が多数

出土 している他、竪穴住居、土器棺墓等の遺構が検出されている。

弥生時代には川辺遺跡、宇田森遺跡 (2)、 北田井遺跡 (3)、 西田井遺跡 (4)、 田屋遺跡 (5)、

弘西遺跡 (19)、 山口遺跡 (22)、 吉田遺跡 (24)な ど多くの遺跡が分布する。このことは、弥生時

代中期以降に本遺跡の位置する微高地に開発が及び、それ以降安定した生活域として利用されたこ

とを示 している。宇田森遺跡は、満や土坑から一括遺物の出上があり、紀ノ川下流域における弥生

時代中期土器編年の標識遺跡となっている。またこれら平野部の集落に対 し、高地性集落として橘

谷 I～ Ⅲ遺跡 (17)力 あ`げられる。橘谷 I～ 皿遺跡は 4本の空濠で囲まれた後期の集落であり、 5

棟の竪穴住居が確認 されている他、近接地から銅鐸が出土しており注目される。

古墳時代の集落も弥生時代の集落域と重なり、本遺跡周辺の平野部に展開するものが多い。その

中で丘陵上に営まれた集落として府中Ⅳ遺跡 (6)が ある。弥生時代後期後葉から古墳時代前期に

かけて営まれた集落で、県内最大級の規模をもつ一辺 8mを越す大型住居が検出されている。古墳

の築造は、和泉山脈南端の丘陵部において馬甲・馬冑を初め多くの渡来系遺物が出土した大谷古墳、

晒山古墳群、鳴滝古墳群、六十谷古墳群 (12)、 直川八幡山古墳群 (14)、 八王寺山古墳群 (16)な

どが位置する。六十谷古墳群は 1号墳が直径10mの 円墳、 2号墳が全長27mの 前方後円墳であり、

埋葬施設は検出されなかったが、出土 した埴輪類により前期後半から中期前半にかけて築造された

ことが明らかになっている。八王子山古墳群は、前方後円墳 3基、円墳17基からなる古墳群である。

調査が実施された 8号墳は直径35mを測る円墳で、埋葬施設は木棺直葬である。鋸歯文鏡・鉄剣・

鉄槍・鎌・琴柱形石製品・玉類などの副葬遺物が出土しており、 5世紀前半の築造と考えられてい

る。古墳時代後期には、八王子山16号墳において、両袖式の横穴式石室が確認されている。またこ

れら丘陵に立地するものの他、平野部においても古墳は造営されていたようであり、北田井遺跡で

は 5世紀後半の埋没古墳が確認されている。

歴史時代以降、紀ノ川北岸地域では南海道に面する形で、直川廃寺跡 (8)、 上野廃寺跡 (20)、

山口廃寺跡 (21)な どの寺院が建立された。ほぼ全容が明らかにされた上野廃寺跡は、東西両塔を

備えた薬師寺式の伽藍配置をとり、西塔の西方に廻廊から突出する形で講堂が設置されている。山

口廃寺跡・直川廃寺跡の伽藍配置は不明ながら、創建瓦と見られる複弁八葉蓮華文軒丸瓦が出土し
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ており、奈良時代前期の創建と考えられる。また川辺遺跡の西 3 kmに位置する府中遺跡 (15)は 、

「府中」という地名が残り、紀伊国府跡と推定されている遺跡である。過去の調査では、それに関

わる明確な遺構は確認されておらず、実態は不明であるが、奈良 。平安時代の菱形叩き目文を有す

る平瓦や陶硯と思われる遺物が出土しており、少なくとも平安時代には国府の設置が行われたもの

と考えられる。一方、この時期の集落遺跡としては、吉田遺跡において奈良時代の掘立柱建物、竪

穴住居、火葬墓等が検出されており、竪穴住居からは墨書土器が出土 している。高井遺跡からは、

平安時代の掘立柱建物 8棟以上が検出され、緑釉・灰釉陶器などの搬入土器が出土 している。府中

Ⅳ遺跡からも、復元条里の方向に即 した奈良時代の掘立柱建物が 2棟検出されているなど、これら

の遺跡の分布とその性格から、古代以降、紀ノ川北岸地域が国府・国分寺 。国分尼寺の設置や南海

道の整備に伴い、重要な位置を占めていたことが知られ、これらの集落遺跡も官衛及びその関連施

設に関わる遺跡としての性格をもつようになる。

鎌倉・室町時代においても、本遺跡周辺には西田井遺跡、高井遺跡、吉田遺跡など、多くの遺跡

がある。西田井遺跡では、「コJの字状の溝によって区画された掘立柱建物群、井戸、池泉が検出

され、これは室町時代における一つの屋敷としての遺構群と考えられる。高井遺跡からは掘立柱建

物、北宋銭15枚以上が出土 した土葬墓、火葬施設の可能性がある集石遺構などが検出されている。

江戸時代の遺跡としては、紀州徳川家の別邸である山口御殿跡 (23)が知られており、既往の調

査によって礎石や石組井戸、埋桶遺構、瓦敷き満、周濠などの関連遺構が検出されている。

1■

岩出町

'

ト       
ー

そ`シ■,■

一
コ
'T,・・

‐千

―
遺跡名 時 代 遺跡名 時 代 遺跡名 時 代 遺跡名 時 代

1 川辺遺跡 縄文～中世 7 高丼遺跡 縄文～中世 13 湯谷池西遺跡 縄文～弥生 弘西遺跡 弥生

宇田森遺跡 弥 生 8 直川廃寺跡 奈良～平安 14 直川八幡山古墳群 古墳 上野廃寺跡 自鳳～平安

3 北田井遺跡 弥生～古墳 9 六十谷遺跡 縄文～弥生 府中遺跡 奈良～平安 1 山口廃寺跡 自鳳

4 西田井遺跡 弥生～中世 l 有功遺跡 古墳～中世 八王子山古墳群 古 墳 山口遺跡 弥生～中世

田屋遺跡 弥生～古墳 11 大同寺墳墓 奈良～平安 1 橘谷 I～ Ⅲ遺跡 弥生 山口御殿跡 江 戸

6 府中Ⅳ遺跡 弥生～中世 1 六十谷古墳群 古 墳 名草池北遺跡 縄文 吉田遺跡 弥生～奈良

第 2図 川辺遺跡周辺の遺跡分布図
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3.既往の調査

今回の調査地点は、川辺遺跡のほぼ中央部にあたる。既往の調査としては、一般国道24号和歌山

バイパスエ事 (1987～ 1992年度調査地 )、 県道和歌山貝塚線道路改良工事に伴 う調査 (1998・ 2000

年度調査地)が財団法人和歌山県文化財センターにより行われている (第 3図 )。 以下、既往の調

査成果について、その概要を略述する。

1987～ 1992年 度調査 調査は遺跡の南西部から北東部を横断するように、幅30m、 総延長 l km

の調査区 (I～ Ⅸ区)が設定され、約30,000rの範囲について発掘調査が実施された。

I区 上下三面の遺構面が確認された。上面では、中世の掘立柱建物 2棟以上、満、井戸の他、

木棺墓21基などが検出されている。掘立柱建物は木棺墓の以前と以後とに分けられるが、詳細な時

期については定かではない。下面では、弥生時代末から古墳時代初頭の満、古墳時代末から飛′鳥時

代の竪穴住居・掘立柱建物群、火葬墓の可能性がある土坑などが検出された。掘立柱建物には、総

柱で、方形の掘方をもつものがあることから、倉庫状建物の可能性が指摘されている。

I区 上下三面の遺構面が確認 された。検出遺構は、地割りに伴うと推定される東西南北の方向

性をもつ近世後期の溝、近世の桶棺が検出されている。遺構は希薄で、東側では遺構が検出されて

おらず、西側においても、 I区上面で検出された中世の遺構は全く確認されていない。下面では、

弥生時代から奈良時代にかけての清状遺構が検出されている。調査区を蛇行する弥生時代の満は、

幅 5m、 深さ1.lmを沢1る 自然流路で、弥生時代における住吉川本流の可能性が考えられている。

Ⅲ区 遺構面は 1面のみであり、清状遺構が多数検出された。この中でSD237・ 238は、幅1.5～

2.4m、 深さ0.6～ 0.8mを波1る 道路状遺構の側溝である。溝の内端距離は8.Om、 外端距離は12.Omを

測り、奈良時代から平安時代にかけての多量の上器が出土している。

Ⅳ区 上下三面の遺構面が確認された。上面では、古墳時代後期の清 2条など満状遺構が検出さ

れているが、遺構の密度は希薄である。下面では、縄文時代の竪穴住居 2棟、同時期と考えられる

焼土土坑 1基の他、小規模なピットが多数検出されている。

V区 上下三面の遺構面が確認された。上面では、古墳時代前期から後期を中心とした清状遺構

が検出されているが、西側は遺構の密度が希薄である。下面では、弥生時代末から古墳時代初頭の

清 1条の他、ピットが確認されているが、上面と同じく遺構は希薄である。

Ⅵ区 上中下 3面の遺構面が確認された。上・中面では、鋼地の耳環が 1点、滑石製紡錘車が 1

点出土した古墳時代後期の清、総柱の掘立柱建物 1棟、中世の石組井戸、河原石を敷き詰めた上坑

2基、土坑群が検出されている。下面では、縄文時代の満・土坑、弥生時代の満が確認された。ま

た、Ⅵ区においては、包含層から多量の縄文土器の他、遮光器土偶の腕手部分が 1点出土している。

Ⅶ区 上下三面の遺構面が確認された。上面では、古墳時代後期から中世の溝・石組井戸、土坑、

土師器皿 7枚・鉄剣が副葬され、鉄釘が原位置で出土した木棺墓などが検出されている。下面では、

幅 9mを汲1る 縄文時代の落ち込み状遺構から、多量の土器が出土 しており、この中には大洞式期の

東北系土器が含まれている。

Ⅷ区 上下三面の遺構面が確認された。上面では、深鉢を用いた上器棺墓 6基、弥生時代から中

世の満、古墳時代の竪穴住居、道路状遺構の側溝 (SD 2・ 3)が検出された。側清は幅1.2～ 3.Om、
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深さ1.Om、 内端距離5.Om、 外端距離は9.Omを波1り 、奈良時代から平安時代にかけての遺物が出土

した。下面では、弥生時代の方形周満墓・溝などが確認されたが、遺構は希薄である。

X区 上下三面の遺構面が確認され、上面では弥生時代中期の竪穴住居 1棟、Wll区から続く道路

状遺構の側溝、掘立柱建物などが検出された。SD3か らは、鞍・障泥などの馬具が表現 された大型

土馬が出土している。下面では不整形な落ち込み状の遺構が検出されたが、遺構は希薄である。

1998年度調査 上下 2面の遺構面が確認された。上面は中世の遺構面であり、数条の溝群をは

さんだ北 。東側の微高地上で、掘立柱建物10棟、土坑墓数基が確認された。土坑墓の内 1基からは、

土師器の小皿 9枚 と骨片が出土 している。下面は弥生時代後期から古代の遺構面で、調査区の東端

から西端にのびる弥生時代後期の清、方形周溝墓、古墳時代の竪穴住居が 1棟検出されている。方

形周清墓の周清部からは、底部穿孔の土器が出土 している。

2000年度調査 調査区南東端において弥生時代後期の清、全域において古墳時代の竪穴住居14

棟以上が検出された。古墳時代の竪穴住居群は、1998年度調査区東端から拡がりをもつもので、当

該期の集落域を明確にする資料として重要である。調査区中央部においては、飛鳥時代の掘立柱建

第 3図 既往の調査地点及び今回の調査地位置図
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物、奈良時代の土坑墓 2基が確認 されている。飛鳥時代の掘立柱建物は、1987～ 1992年 度調査 I区

において同様の建物群が検出されており、遺跡西部から北部中央へその拡がりが及ぶことが明 らか

になった。その他、中世の掘立柱建物数棟、満・土坑・土坑墓が確認 されている。土坑墓には底面

が被熱 を受け、炭の堆積が確認 されるものがあることから、火葬墓 と考 えられる。

以上、既往の調査成果を略述 した。この中で特に注 目される成果は、1987～ 1992年度調査 皿区及

びⅧ oⅨ区の 2地点において、道路状遺構が検出された点である。この道路状遺構については、そ

の規模から当時の官道である南海道に相当する可能性が指摘 されており、調査担当者によりその推

定路線 も示 されている。その推定によると、本調査地の西側 Ⅲ区で検出された道路跡は、力侍神社

の南側から本調査地 を通 り、本調査地の東収1で北東に向きを変 え、Ⅷ oⅨ区検出の道路跡に繋がる

というものである (第 3図赤線部 )。 この想定案によって、今回の調査では、当初から道路状遺構

及び関連遺構の存在が予想 された。

【参考文献】

松下 彰『川辺遺跡発掘調査報告書』伊わ和歌山県文化財センター 1995年
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佐伯和也「川辺の第2次発掘調査」『(財 )和歌山県文化財センター年報』2000 銀わ禾Π歌山県文化財センター 2001年

黒石哲夫「川辺遺跡の古代の道路跡についてJ『紀北考占学談話会会報』No 25 紀北考古学談話会 1997年

4.調査の方法と経過

(1)調査の方法

本調査地の現況は水田である

(図版15の上)。 調査は、調査対象

地全域の様相を確認するために、

調査区をL字状に設定した。

まず、調査地北側において東西

20m、 南北 3mの調査区を第 1区

とし、調査区の西側に設定した東

西 4m、 南北25mの調査区を第 2

区とした。また、第 2区中央部に

おいて竪穴住居を 1棟検出 した

が、遺構がさらに東側へ続くこと

が判明したため、その全様相を確

認するために、東西 4m、 南北 8

mの範囲において東側に調査区の

拡張を行った

以上の合計面積は192ボ である。 サブトレンチ4

さらに、下層遺構の有無及び土層

リブトレンチ ]

10m

調査地区割図

サブトレンチ2

／
＼
―

サブトレンチ3

X=193052m

|

第 4図
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堆積状況の確認を目的として、第 1区北側及び東側、第 2区西側の 4箇所にそれぞれ幅50cm、 深さ

60cmのサブ トレンチ 1～ 4を 設定した (第 4図 )。 なお、サブ トレンチ 1・ 2においては、縄文土

器がまとまって出土 したため、遺物の出土範囲を明らかににするために、部分的な拡張を行った。

調査の方法については、まず重機による掘削は、現代の水田耕作土 (第 1層 )と床土 (第 2層 )

までとし、第 3層以下の遺物包合層と遺構の掘削については、人力掘肖1に よって行った。また、遺

物包含層 (第 3層)における遺物の取り上げについては、国土座標軸を基準に設定した 4mメ ッシ

ュを用いて行った。

図面による記録は、平面図に関しては国土座標軸を基準とした値を使用し、このラインを基準と

して実浪1を 行った。また、壁面土層断面図や遺構平面図及び土層断面図については、1/20の縮尺

を用いた実汲1を 行い、遺物出土状況図は1/10の縮尺を用いた。遺構全体平面図については、縮尺

1/40で ラジヨンヘリによる航空写真汲1量 を実施 した。土層の色調及び土質の観察については、農

林水産省農林水産技術会議事務局監修 『新版標準土色帖』を用い、遺跡の水準は、国家水準点

(T.P.値)を基準とした。

(2)調査の概要

調査区の基本層序については、第 5図に示 した通りである (図版27)。

まず表土は現代の水田耕作土 (第 1層 )力 約`20cmの 厚さで堆積しており、この下層には床土 (第

2層)が約 5 cmの 厚 さで水平堆積する。第 3層は、マンガン粒を多量に含む黄灰色の粗砂混シル ト

であり、約 4 cmの厚さで薄く堆積する。この第 3層には縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、黒

色土器、輸入陶磁器、備前焼、瀬戸美濃系陶器、肥前系陶磁器などの土器や、サヌカイ トの剥片、

瓦など縄文時代から近世にわたる遺物が含まれる。第 3層 は、これら包合する遺物の年代観から、

江戸時代後期の遺物包合層と考えられる。

第 4層 は、明黄褐色のシル ト混粗砂で、第 3層 と同様にマンガン粒を多量に合むものであり、約

20cmの 厚 さで堆積する。第 4層からは、縄文土器が極少量出土している。第 5層は、にぶい黄褐色

の粗砂混シル トであり、上下 2単位に分けられる。第5a層 は、25～ 35cmの厚 さで、第5b層 は20cm

以上の厚 さでそれぞれ堆積する。遺物は第5a層 から縄文土器が少量、第5b層上面において比較的

まとまって遺物の出土が確認できた (図版17の下 )。 第5b層 については、調査の範囲では遺物を確

認することはできなかったため、無遺物層の可能性がある。

遺構については、第 4層上面において遺構面を確認することができた。また、第5b層上面にお

いて遺物が一定量出土したため、遺構面の存在する可能性があるが、明確な遺構を確認することは

できなかった。

サブ トレンチ 2西壁     サフ トレンチ 4南壁

L=1100m l l:¥::旭
1堰曇娼押駐[通じんト

3 25Y6/1(黄 灰)粗砂混シル ト (マ ンガン粒を多く含む)

4 25Y7/6(明 黄褐)シル ト混粗砂

(黄灰色シル トプロック、マンガン粒を多く含む)

L=1050m 5a10YR5/4(に
ぶい黄褐)粗砂混シル ト

5b10YR″ 3(にぶい黄褐)粗砂混シル ト

第 5図 調査区土層柱状模式図

サブ トレンチ 1東壁
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5,遺構

遺構は第 3層掘削後、第 4層上面で検出した。遺構面の標高は、約11.Omを測る。遺構は、調査

区全域において確認し、弥生時代と江戸時代の遺構を検出した (第 6図、図版15の下～17の上 )。

や蒟̈ や当獅

0             5m

X=■ 93_

SX l

X=‐ 193052m

―

―

キ
第 6図 遺構全体平面図
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まず弥生時代の遺構として、第 2区中央部から南端部において隣接する竪穴住居を 2棟 (SB一

1・ 2)検出した。ともに円形の平面形を呈するもので、炉の両側に小規模なピットをもつことを

特徴とするものである。時期的には、北側で検出したSB-1が 中期中頃、SB-2が 中期後半に位

置づけられる。なお、SB-1・ 2検出の炉については、炉自体やその周辺部が被熱 しておらず、

炉以外の性格を有する可能性もあるが、以下の記述では炉として報告を行う。その他、第 1区にお

いて土坑 2基 (SK-1・ 2)、 ピットを検出した。SK-1は、木棺痕跡と考えられる直線的な落

ち込みを検出し、炭を多量に含む下層の覆土が上部に立ち上がっていることから、木棺墓の可能性

が考えられる。時期的には、いずれの遺構も中期のものである。

次に江戸時代の遺構としては、調査区のほぼ全域において、畦畔の伴 う水田区画を19単位以上

(SX-1～ 3、 5・ 6・ 10～ 15、 17～ 21、 23・ 26・ 31)確認した。また、その他として水田遺構と

同一の覆土をもつ不整形な土坑やピットを検出した。これら明確な水田遺構として把握できるもの

以外については、上部が削平された水田及びその関連遺構の可能性が考えられるが、遺構の遺存状

態が悪いため、その性格は明らかではない。水田遺構の年代は、出土した遺物の年代観から、江戸

時代初頭頃と考えられるが、SX-11～ 13に おいては、盛土畦畔が形成 されていることから、遺構

の時期は単一の所産ではなく、 2時期以_上にわたるものと考えられる。

以下、主要な遺構について記述する。

[SB-1](第 7図、図版18～ 21)

SB-1は第 2区の中央部で検出したもので、遺構の平面形はほぼ正円形を呈する。検出面から

床面までの深さは 5～ 10cmと比較的浅く、上部は削平されている。掘削の結果、床面上において壁

満を 2条検出したことから、拡張による建て替えが行われたことが判明した。

まず古段階は、直径5.5mの規模を有 し、幅15～ 20cm、 検出面からの深さ5～ 10cmを波1る 壁清 (壁

溝 2)が巡る。壁溝は、遺構の遺存が不良のため部分的にしか検出できておらず、本来全周 してい

た可能性もあるが、明らかではない。中央やや北寄りには炉 (炉 2)力 あ`り、周囲に 4本の主柱穴

(P-5～ 8)を もつ構造である。炉は東西1.2m、 南北0.52mを汲1り 、平面形は楕円形を呈する。

検出面からの深さは 3 cmと その多くが削平されているが、底面中央部において強く被熱 した20cm四

方の焼上塊を検出した (第 7図 スクリーントーン部、図版20の 上 )。 主柱穴は、いずれも直径40cm

前後、検出面からの深さは70cl■程度を波1る ものである。

新段階の規模は直径7.lmを 測り、幅40～ 50cm、 検出面からの深 さ10～ 30cmの壁満 (壁溝 1)力ゞ

巡る。壁清は、東倶1の 一部が途切れており、この部分を出入口として使用した可能性がある。また、

東側では深 さが10cm程度と浅いのに対し、西側に向かうにつれて深い構造となっている。中央部に

は炉 (炉 1)を もち、主柱穴はP-1～ 4と 、SK-2の床面で検出したP-31の 5本柱と考えられ、

拡張による規模の拡大に伴い、主柱の本数も増加させている。炉は東西2.lm、 南北0.9m、 検出面

からの深 さ42釧 を測る。平面形は、やや不整な形状を呈するもので、中央部に東西80cm、 南北56cm

を波1り 、楕円形を呈する炉の本体がある。覆土は 5層に分層でき、最上層 (第 7図第 4層 )を掘削

した段階で、炉本体の東西において直径20cm、 検出面からの深さ10cmを波1る ピットを各 1基検出し

た。炉本体の覆土は 4層に分層でき (第 7図第 5～ 8層 )、 底面は黒変 している。主柱穴は、直径
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10YR3/3 (暗 褐)シル ト

第 7図  SB-1遺構平面図及び土層断面図
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40cm前後、検出面からの深さは70cm程度を汲1る ものであり、P-4か らは弥生時代中期中頃の直口

壺の口縁部が遺存状態の良好な形で出土 している (図版21)。 また、SK-3か らは、一定量の炭化

種子が出土したことから、貯蔵に関わる遺構の可能性がある。

遺物は、弥生時代中期の壺・甕・高杯・鉢などの上器、石鏃・石錐・太型蛤刃石斧・磨石・台石

などの石器の他、サヌカイ トの剥片が78点 と多量に出土 しており、注目できる。

[SB-2](第 8図、図版22・ 23)

SB-2は第 2区南端に位置 し、SB-1に隣接 して検出したもので、遺構はさらに調査区外への

びる。SX-31に より、壁清の一部が残存 しておらず、その延長部が検出できていないため、全体

の規模は不明であるが、復元 される遺構の規模は直径6.2mを 汲1る 。床面は肖1平 されており、遺構

検出面において炉、主柱穴、壁溝などの施設を確認することができた。炉は東西1.2m、 南北0.7m、

検出面からの深さ0.3mを 波1る もので、SB-1と 同じく炉の東西に直径20cl■ を浪1る ピットをもつも

のである。覆土は 4層 に分層でき (第 8図第 1～ 4層、図版23の上)、 第 2層以下には炭が含まれ、

最下層には約 3 cmの炭層が確認できる。主柱穴は、P-1・ 2の 2本を確認 したが、主柱穴と炉の

位置関係から、本来は 4本柱 をも

つ構造と考えられる。P-1は短径

40cm、 長径63cmを 波1り 、形状は楕

円形 を呈する。検出面からの深 さ

は60cmを 測 り、遺構底面より10cm

上位において、弥生時代中期後半

の直口壺の国縁部がほぼ完形の状

態で出土した (図版23の 下 )。 壁清

は、幅36cm、 検出面からの深 さは

15cmを測るものである。

遺物は、壺 ・甕・高杯などの土

器、磨石などの石器が少量出土 し

たが、覆上が失われているにもか

かわらず、SB-1と 同じく、サヌ

カイ トの剥片が15点 と一定量出土

した点が注目できる。

[SK-1](第 9図、図版24)

SK-1は、第 1区 中央部のやや

東側で検出したものである。遺構

は調査区北壁外へ続 くため、全体

の規模は不明であるが、東西0.8～

0.9m、 南北2.2m以 上、検出面から

A

C

第 8図 SB-2遺構平面図及び土層断面図
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の深 さは0.6mを波1る 。遺構の南端から40cm北側、

底面から10cm上位において、木棺痕跡と考えられる

直線的な落ち込みを検出したことから、SK-1は

木棺墓である可能性が高い。遺構の南壁はゆるやか

に落ち込むのに対し、東西壁はほぼ垂直に掘削され

ている。また、遺構底面において、直径10cm以下の

杭状痕跡を検出したが、規則的な並びは認められず、

用途・性格は不明である。覆土は 7層に分層できる。

最下層 (第 7層 )には明黄褐色の粘土層が堆積する

が、これは木棺埋置時の粘土床であった可能性があ

る。その上層に堆積する第 5・ 6層は、炭を多く含

み、さらに第 6層の一部には炭が面状に堆積する。

また第 5層 は東西の堆積が上位にそれぞれ立ち上が

ることから、本棺自体に伴う堆積と考えられ、第 1

～ 4層は、棺腐食後の流入土と判断できる。

出土遺物は、覆土内から弥生時代中期の土器片、

石庖丁・台石などの石器、サヌカイ トの剥片が出土

した。

[SX-1～ 3、  5・ 6・ 10～ 15、 17～ 21、 23・ 26・

`

31](第 6・ 10図 、 図 版 25・ 26)          1 10YR 5ρ 恢 黄褐)粗砂混シル ト
2 10YR 474(褐)シル ト

水田遺構は、調査区のほぼ全域において、畦畔の :|IV:i:脹讐増尋;|レ静槙少量含0
伴う水田区画を19単位以上検出した。遺構の主軸は 'ち♀∬ 誌 幌晰ギ著主属沐呈33ち )

全て同一の方向性をもち、真北に対してN-25° 一Eで 第 9図 SK-1遺構平面図及び土層断面図

ある。遺構の全体を検出したものがないため、規模・形状は明らかではないが、短辺3.0～ 3.5mの

ものと、1.5～ 2.Omの ものに分けられ、長辺はもっとも検出長の長いⅨ -15か ら7m以上の規模を

浪1る ものと考えられる。遺構の形状は不整な長方形を呈するものと考えられ、遺構の隅部には水口

の痕跡とみられる乱れた部分が認められる。水田間には幅10～70cmの 小畦畔と第 1区東側で確認し

た幅 2mを 浪1る 大畦畔がある。また、銀 -11と 13、 12と 13の境には幅30cmを 波1る 盛上畦畔 (第 10

図第 4層、図版25の下)カミ形成 されている。このことから、SX-12・ 13は本来同一の遺構であっ

たと判断でき、遺構の時期も単一の所産ではなく、少なくとも2時期以上にわたるものと考えられ

る。

これら水田遺構には、耕作土として厚 さ10～ 20cmを測る灰色の粗砂層 (第 10図 第la・ lb層 )力｀

堆積 しており、遺構底面の堆積土である明黄褐色の粗砂混シル ト層を多量に含む。SX-10に おい

ては第 1層下に、灰黄色のシル ト層 (第 10図第 3層)の堆積を確認した。これは古段階の水田耕作

土である可能性があるが、遺物の出土がなく、明らかではない。また、農耕に関連する痕跡として、

Ⅸ -11か らウシと思われる偶蹄類の足跡を 1箇所検出した。
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出土遺物は少量であるが、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、備前焼、

常滑焼、瀬戸美濃系陶器、月巴前系陶器など各時代のものがあり、土器以外のものとしては、瓦や火

打石、鉄釘・火打金などの金属製品が出土している。水田遺構の時期は、これら出土遺物の内、胎

土目の痕跡をもつ肥前系陶器碗、瀬戸美濃系陶器の灰釉段皿・天目茶碗などの年代観から、近世初

頭頃と考えられる。
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2 25Y6/6(明 黄褐)粗砂混シル ト

第10図  SX-10～ 13遺構平面図及び土層断面図
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6.遺物

今回の調査で出土 した遺物は、遺構の覆土及び第 3～ 5層の遺物包合層から出土したものであり、

縄文時代から近世に至る時期の遺物が出土した。出土遺物の量は比較的少量で、小片が多く、また

保存状態の良好なものは少ない。

出土遺物には、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、瓦質土器、焼締陶器、

輸入陶磁器、肥前系陶磁器・瀬戸美濃系陶器などの国産陶磁器、瓦、土製品、石器、石製品、金属

製品、自然遺物が出土 した。その中でも遺構を確認した弥生時代と中・近世の遺物が大半を占めて

おり、明らかに古代の遺物と判断できるものは黒色土器の椀が 1点出土したのみである。

本報告では、これらの遺物について、土器は大きく各時代に分類 して述べ、その後に石器・石製

品・金属製品 。自然遺物の順で記述 した。

(1)縄文時代の土器 (第 11図、図版28)

1～ 8は、深鉢である。 1～ 3は有文iL器で、磨消 し縄文と沈線文を施すものである。 1は堀之

内Ⅱ式併行の関東系土器と考えられるものであり、日径26.4cm、 復元高23.3cm、 底径11.2cmを 波1る 。

円板状を呈する平らな底部に、体部から回縁部にかけて外傾 しながら直線的に立ち上がり、口縁端

部は内側に肥厚 している。口縁部下には紐線紋が 1条巡 り、項部には円形の刻み目がつけられてい
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第 11図  還物実沢1図 1
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るが、一部には突帯に重ねて「 8」 の字状の浮文が貼付けられている。体部の紋様は、三角形区画

紋とみられる。また、外底面には網代の痕跡が認められる。 1～ 3は同一地点で出上 していること

や、胎土・焼成の特徴が類似することから、同一個体の可能性が高い。

4～ 6は、無文の深鉢である。 4は回径24.2cmを 波1り 、日縁部は直立ぎみに立ち上がる。 5・ 6

は回縁部の破片で、同一個体の可能性が考えられるものである。 5は回径32.4cmを 汲1り 、体部から

回縁部にかけて大きく外反しながら立ち上がるもので、内外面には貝殻条痕がみられる。 7・ 8は

突帯文土器である。7は回縁部直下に、8は回縁端部にそれぞれ低い突帯が 1条貼付けられている。

突帯頂部には刻み目がつけられているが、 7は国縁端部にも刻み目がみられる。 9は鉢の底部であ

る。底径8.2cmを 浪1り 、器壁は薄くつくられているD

以上、本調査出土の縄文土器は、その特徴から縄文時代後期前半から晩期のものと考えられ、胎

土中には片岩・石英の他、雲母を多量に含んでいる。これらの出土位置は、 1～ 6が第5a層、 7が

第 3層、 8がⅨ -6、 9が第 4層である。

(2)弥生時代の土器 (第 12図、図版28・ 29)

10～ 16は、SB-1出土の土器である。10・ 11は直□壺で、10は注目部をもち、国縁端部を内側に

肥厚させ、国縁部上位に 1条の貼付け突帯を有するものである。外面はヨコナデによる調整の後、

クシ描による波状文を 1条、直線文を4条以上施 しており、施文の順序は上から下と考えられる。

また、内面はタテ方向のナデによる調整が観察できる。11は、回径12.4cmを 汲1る やや厚手の回縁部

である。外面は、ヨコナデによる調整の後、凹線文が 3条以上施されている。胎土は礫の混和が少

なく、他の個体と比較 して精緻である。12・ 13は壼の底部で、12がやや厚手に、13がやや薄手につ

くられたものである。調整は、磨滅のため不明瞭である。これらの底径は、12が 5.6cm、 13が 8.2cm

を沢1る 。14は 、「く」の字状に屈曲する甕の回縁部である。回径19.8cmを 測 り、端部は上方に拡張

している。また、屈曲部には粘土組の接合痕跡が認められる。15は、回径16.8cmを 浪1る 高杯の回縁

部である。外面はヨコナデによる調整の後、凹線文が 1条施される。16は、壺か鉢の脚台部と考え

られるものである。底径8.4cmを 浪1り 、内面にはタテ方向のナデによる調整がみられる。

17・ 18は 、SB-2出土の土器である。17は 口径19.2cmを 測る直口壷で、国縁端部には対向する位

置に 2箇所、浅い注目部をもつ。外面はタテ方向のハケによる調整の後、国縁部には凹線文が 4条

施される。内面は、成形時の指オサエ及びタテ方向のナデがみられる。また、外面の頸部から体部

にかけては暗赤褐色を呈 し、赤色顔料が塗布されていた可能性がある。18は、口径13.Ocmを 波1る 高

杯の国縁部である。杯部は丸みのある椀形をなし、外面は磨滅のため不明瞭であるが、僅かにヨコ

方向の ミガキ調整が確認できる。

19は、SK-1出土の直口壺である。口径11.Ocmを 沢1り 、外面はヨヨナデによる調整の後、クシ描

による直線文が 2条以上施 され、施文は右回りで行われている。

20～ 22は 第 3層出土の土器である。20は底径9.8cmを 波1る 壺の底部であり、器表面の磨滅が著 し

い。21は底径6.4cmを 測る甕の底部である。調整は磨滅のため不明瞭であるが、ナデによる調整が

認められる。22は 国径22.4cmを 汲1り 、水平口縁をもつ高杯の回縁部である。口縁端部は、短 く垂下

し、内面には杯部と水平回縁の境に、突帯が 1条貼付けられる。
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第 12図 遺物実測図 2

以上、本調査で出土した弥生土器は、いずれも弥生時代中期の範疇であり、その中でもSB-1は

紀伊第Ⅲ-3様式、SB-2が やや後出する紀伊第IV様式のものと考えられる。

(3)古墳時代以降の土器 (第 13図、図版29)

23は須恵器の甕である。□径17.4cmを 波1り 、日縁部は短 く外反 し、端部はヨヨナデ調整によって

面をもつものである。外面はタタキによる成形の後、カキメによる調整が施され、内面は成形時の

当て具の痕跡をナデ消 している。

24は東播系須恵器のこね鉢である。口径26.6cmを 波1り 、日縁部は肥厚 し、端部はやや上方に拡張

している。また回縁部外面は、重ね焼き時の融着痕が認められ、暗灰色を呈する。
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第13図 遺物実測図 3

25は土師器の皿である。口径 10.4cmを 浪1る もので、全体 をナデによって成形 し、国縁部 をヨコナ

デによって調整するものである。

26は 、国径15,Ocmを 沢1る 肥前系陶器の端反皿である。薄手なつくりであり、内外面には灰釉が施

され、灰緑色に発色する。

27・ 28は 、同一個体の可能性がある瀬戸・美濃系施釉陶器の折縁皿である。27は 口径12.6cmを 波1

り、外面体部下半はケズリによって調整され、鋭角をなしている。また内面には丸ノミによる削ぎ

がみられ、菊花が表現 されている。28は底径4.6cmを 汲1る 底部の小片であり、低い貼付け高台をも

つ。27・ 28と もに内外面には灰釉が施 され、黄灰色に発色する。

29は 、備前焼の鉢である。口縁部は直立ぎみに立ち上がり、端部は尖っている。内外面ともに、

ロクロ成形による凹凸が著 しい。また外面は晴灰色、内面は赤褐色を呈する。

以上の出土位置は、23。 26・ 29が第 3層、24・ 27がⅨ -15、 25がⅨ -13、 28がⅨ -3である。

その他、古墳時代以降の土器としては、図示 したもの以外に瓦質土器の鉢、常滑焼の甕、中国製

の青磁・白磁・染付などの輸入陶磁器、肥前系磁器染付碗や白磁紅皿などが出土 している。

(4)石器 (第 14・ 15図、図版30)

石器には、石鏃、石錐、石槍、石斧、叩石、磨石、台石、石皿などが出土した。

30～ 36は 、サヌカイ ト製の打製石器である。

30～ 32は石鏃である。30は凹基式の石鏃で、残存長 1.5cm、 幅1.6cm、 厚 さ0

0.15gで ある。両面ともに右回りの細部調整が施されているが、全体的に風化
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色を呈する。31は平基式の石鏃で、残存長1.7cm、 幅1.5cm、 厚 さ0.4cmを 波1り 、重量は0.2gである。

全体に丁寧な細部調整が施され、調整順序は両面ともに右回りである。32は有茎式の石鏃で、全長

2.lcm、 幅1.Ocm、 厚さ0.2cmを 波1り 、重量は0.lgで ある。両面に大剥離面を残 した板状の素材に、周

縁部のみ調整を加えており、右面の右側辺から先端部にかけては施されていない。

33～35は 、石錐である。33は頭部と錐部の境が明瞭な形態のものであるが、錐部は欠損 している。

残存長2.8cm、 頭部幅1.7cm、 錐部幅0.5cm、 厚 さ0.3cmを 測 り、重量は0.6gで ある。頭部は、両面に

大剥離面を残す素材剥片にやや粗雑な調整を施 している。34は頭部と錐部の境が不明瞭な形態を呈

するもので、片側の側辺部を欠損している。全長2.3cm、 頭部残存幅1.2cm、 錐部幅0.5cm、 厚さ0.4cm、

重量1.4gを 波1り 、やや厚みのある板状の予1片素材からつくられている。細部調整は、錐部を中心

に行われており、頭部にはほとんど施 されていない。35は下端が鋭く尖ることから錐と考えられる

もので、全長2.Ocm、 幅0.8cm、 厚 さ0.3cmを 波1り 、重量は0.15gで ある。右回りの丁寧な細部調整が

みられるが、全体的に風化が著しく、色調は灰色を呈する。

36は石槍の先頭部と考えられるもので、残存長4.3cm、 幅3.Ocm、 厚 さ1.2cmを 浪1り 、重量は22.4g

である。ほぼ全体に細部調整が行われるが、左面は頭部から基部にむかって、右面は基部から頭部

にむかって調整が施されている。

以上の出土位置は、30が SB-2、 31～ 33・ 35が SB-1、 34が第 2層、36がⅨ -17である。

37・ 38は磨製石器である。

37は、結晶片岩製の石庖丁である。残存長6.3cm、 残存幅3.3cm、 厚 さ0.6cm、 重量14.6gを 波1り 、

形態は直線刃で半月形を呈するものと考えられる。刃は片刃で、片側から研磨が施され、明瞭な稜

が認められる。SK-1か ら出土した。

38は 、結晶片岩製の有溝石錘である。全長5.5cm、 幅2.6cm、 厚さ1.lcm、 重量は22.6gを 測り、扁

平な楕円形を呈する石材の両端部に浅い切り込みがみられるが、満幅は細い。研磨によって全体を
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第 15図  遺物実測図 5
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平滑に仕上げるが、一部に面取り状のケズリ痕が認められることから、本来はケズリによって整形

し、その後研磨により仕上げられたものと考えられる。SB-1か ら出土した。

39・ 40は礫石器である。

39は 、砂岩の河原石を用いた叩石である。全長14.Ocm、 幅6.6cm、 厚さ3.7cm、 重量420gを波1り 、

上下面のほぼ中央部及び側縁の一部に敲打痕が、裏面に不定方向の擦痕がみられる。SB-1か ら出

土 した。40は 、上面が凹形にくぼむことから石皿と考えられ、石材は砂岩の河原石を用いている。

上面及び側面 2箇所に磨痕がみられるが、上面の磨痕は不定方向であるのに対し、側面は一定方向

であることから、側面は砥石として使用された可能性がある。また二次焼成を受けたため、色調は

赤褐色に変色し、部分的に黒変している。SB-1か ら出土した。

(5)石製品 (第 16図、図版30)

石製品としては、火打石がある。41・ 42は

石英製の火打石で、一部には結晶片岩との剥

離面力`み られる。 法量は41が 長 さ3.Ocm、  幅

2.8cm、 厚 さ1.4cm、 重量15.4g、 42が長 さ3.4

cm、 幅3.Ocm、 厚 さ3.Ocm、 重量37.5gを 浪1る 。

ともに石材の稜線は、火打金の打撃により細

かく潰れているが、42は未使用の部分が多く

認められ、一面に自然面を残すことから、石

英の河原石を素材として打ち欠き、製作 した

ものと考えられる。41が 第 3層、42が SX-15

から出土 した。

第 16図 遺物実測図 6
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滓が少量出土 している。43は 火打金である。           

―

全長 4.8 cm、 幅 1.9 cm、 厚 さ0.2～ 0.3 cmを 測       第17図 遺物実測図7

り、重量は7.Ogで ある。中央部には、0.5mm大  ‐

の紐通 し孔が認められるが、錆の腐食により |

不明瞭になっており、本来は 3 mm大 の円孔と |

考えられる。Ⅸ -15か ら出土 した。      |

(7)自然遺物 (写真 1)          |

自然遺物としては、炭化種子がある。炭化 |

種子はいずれも同種のものと思われ、0.9～  |

1.3cmを 測 るものであり、SB-lP-6か ら約 6 1

点、SB-lSK-3か ら約20点 が出土 している。
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7.まとめ

今回の調査地点は、一般国道24号和歌山バイパスエ事に伴 う1987～ 1992年度調査区の南東約120

mに位置 し、その調査成果と合わせ、遺跡中央部の様相をさらに明確化する資料が得られた。

まず、本調査地の北傾1で行われた1987～ 1992年度調査区西側の成果と比較 した場合、その多くが

上下 2面の遺構面が存在するのに対 し、本調査では弥生時代中期から近世にかけての遺構を同一遺

構面で確認した。また、その検出面も本調査地の方が50～ 80cm程度高く、本調査地周辺が周囲に比

べ、より安定した微高地に位置 している状況を指摘することができる。

検出した遺構・遺物では、弥生時代中期の竪穴住居 2棟、木棺墓と考えられる土坑 1基、近世初

頭の畦畦を伴う水田区画19単位以上を検出した。また、遺構は未確認ながら、縄文時代後期から晩

期の遺物包含層を確認したことから、下面に縄文時代の単一遺構面が存在する可能性がある。

調査区全域で確認 した水田区画については、既往の調査において水田関連の小清群が確認されて

いるが、本例のような区画水田は未検出のものである。また、その方向性は条里地割との関連が問

題 となるが、川辺遺跡周辺の地割の方向はN-7° ―Eに復元 されており、水田区画の主軸はN一

25° 一Eであることから、その方向性は大きく異なる。むしろ、現行の土地区画に近い方向性をも

ち、復元されている条里地割との関連性は認めがたい。川辺遺跡では中世前期までは掘立柱建物・

井戸・土葬墓などの生活遺構が確認されているが、それ以降は明確ではなく、本調査地周辺は中世

後期以降に耕地化していくものと考えられる。

また、既往の調査の項において記述 したように、1987～ 1992年度調査において、南海道と推定さ

れる道路遺構の側満が 2地点において確認され、その内の一つは本調査地西側のⅢ区で検出されて

いることから、今回の調査地点においてもその存在が予想 された (第 3図 )。 しかし、本調査では

それに関連する遺構は確認できず、ヽ包含層出土の遺物においても、当該期の明らかな遺物は黒色土

器が 1点のみであった。道路状遺構の側満SD237・ 238は 、幅1.5～ 2.4m、 深 さ0.6～ 0.8mを 測る大

規模な遺構であり、上部の削平により失われたとも考えがたいことから、道路状遺構は別の地点に

求めなければならず、南海道の推定路線も再考 していく必要があると考えられる。

弥生時代では、中期の竪穴住居 2棟を検出したが、それは炉とみられる中央土坑の形状が楕円形

を呈 し、長軸方向の端部に柱穴をもつもので、いわゆる松菊里型住居と呼称されるものである。松

菊里型住居については検出例が少なく、重要な資料と考えられるので、以下に若千の検討を行う。

和歌山県内における松菊里型住居及びその系譜を引く竪穴住居の検出例は、今回の事例を含め 8

遺跡14例 を数える (第 1表 )。 その分布は、紀北地域の紀ノ川流域から紀中地域の日高川流域にお

いて点在 しており、海南市域においてやや集中した分布が確認できる。時期的には前期から後期前

半まで継続 してみられ、その中でも中期中頃から後半の事例が最も多い。

次に構造面では、中央土坑や炉の形状が楕円形を呈する点が大きな特徴であり、船岡山遺跡のみ

が円形を呈する。堅田遺跡では、中央土坑両端の柱穴以外に主柱穴や壁清などの施設をもたないも

のが 2棟検出されているが、大半の事例は壁満や主柱穴を有 し、中央部の構造以外は通例の住居跡

と大きな構造差がないもので、仲間研志氏の指摘する発展松菊里型住居と呼ばれるものに該当する。

松菊里型住居の多くは、集落内で通例の竪穴住居と共存 し、弥生時代を通して存在することから、
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通例の住居との構造差が何に起因するかが大きな問題となる。ここで注意される点は、亀川遺跡第

5次調査SB-54や 小松原 Ⅱ遺跡において、炉周辺から多量のサヌカイ ト剥片が出土 し、特に小松

原 Ⅱ遺跡では、炉堤に沿ってサヌカイ ト群がブロック状に検出されていることや、清ノロ遺跡第 6

次調査検出例でも、炉内から石庖丁未製品が出土し、床面上より石器素材と考えられる片岩母岩の

他、台石・叩石が出土しているなど、石器製作の痕跡が確認されている点である。堅田遺跡におい

ても、 4棟の内 1棟からは多量のチャー トの石屑に伴って石錐が出土し、石器工房であることが明

らかとなっており、県内の松菊里型住居は、石器製作の場としての性格を有する可能性が指摘でき

る。その他、溝ノロ遺跡1994年度竪穴住居149では、炉内から鋳型の中子や砂岩の砥石が、亀川遺

跡第 9次調査SB-91か らは13個の紡錘車が出土 しているなど、特殊な遺物の出土も注目できる。

以上、県内の松菊里型住居 |ま 、出土遺物の様相から、石器製作や他の工房的な性格を有 している

可能性が考えられ、本調査SB-1か らもサヌカイ トの剥片が多量に出土 した点は、それを追認する

資料であると言える。しかし、亀川遺跡第 5次調査SB-54の 近隣に位置し、年代的にもほぼ併行

するSB-52は、通例の住居跡であるが、炉周辺からは多量のサヌカイ トの剥片が出土 しており、

石器製作は必ずしも松菊里型住居に限って行われたとは言えない。中央土坑についても、本調査事

例のように被熱の痕跡が少ないことから、石器製作など炉以外の用途に用いられた可能性が指摘で

きる一方で、県内の他の事例では炉堤を有するものも比較的多く、炉として機能していた蓋然性も

高いと考えられるなど、一定した性格を想定できない。このことから、松菊里型住居と通例の住居

の構造差が工房的な性格を有するという点のみに起因するとは言えず、あくまで要因の一つに過ぎ

ないと考えられる。この点については、分布が極めて点在的であり、事例が少数であることから、

断定的なことは言及できないのが現状であり、今後、検討 していく課題が多く残 されている。その

上でも、今回の調査で確認 した 2棟の松菊里型住居は、重要な調査事例と言えよう。

【参考文献】
仲間研志「松菊里型住居―我国稲作農耕受容期における竪穴住居の研究―J『東アジアの考古と歴史 (中 )』  同朋合出版 1987年
『船岡山遺跡発掘調査報告書』 和歌山県教育委員会 1986年
『亀川遺跡』V 海南市教育委員会 1985年
『海南市内遺跡発掘調査概報―平成 4年度―』 海南市教育委員会 1993年
『近畿自動車道和歌山線埋蔵文化財発掘調査報告』 和歌山県教育委員会 1972年
『溝ノロ遺跡』Ⅱ 海南市教育委員会 1987年
F溝の口遺跡発掘調査報告書』 (財 )和歌山県文化財センター 1997年
『御坊駅前広場整備事業に伴う理蔵文化財発掘調査概報』1 御坊市遺跡調査会 1990年
『堅田遺跡 前期弥生環濠集落』 御坊市 2000年
植田法彦『海南市文化財ニュース』第12号 海南市文化財調査II究会 1998年

第 1表 和歌山県内検出の松菊里型住居一覧表

No 遺跡名 遺構名 所 在 地 中央土坑 炉の形1大 年  代 備 考

1 船岡山遺鵬 B01 かつ らぎ田I島 円形 後期前半 2度の建て替え

2 川辺遺跡SB l 和歌山市川辺 楕円形 中期中頃 サヌカイ トの剥片が多量に出土、本書にて報告

川辺遺助iSB 2 楕円形 中期後半 本書にて報告

3 亀川遺跡第 5次調査 SB 54 海南市「 l来 楕 円形 中期後半 炉堤周辺からサ スカイ ト剥片が多量に出■

亀り遺跡第 9次調査SB 91 楕円形 中期 壁溝 貯蔵穴なし、13個の紡錘車

4 大野中遺跡 海南市大 17・ lll 楕 円形 中期後半 石庖T未製品

5 溝ノロ遺跡第 6次調査YSB 01 海南市溝の回 椋の本 楕円形 前期後半 炉内か ら石 F●●丁未製品、床 面上 か ら石 ll母 岩 が出士

溝 ノ1嵯跡1994年度竪穴住居跡149 楕円形か 中期前半 lF内 から鋳型中子が出十

6 野上中南遺跡 海南市野上中

7 堅田遺跡 御坊市湯川日l財 部 惰円形 前期 4棟確認、内 1棟からチャー トの石屑が多量に出 |

8 小松原 ‖遺跡 御坊市湯川町小松原 権円形 中期 炉堤 に沿 ってサ ヌカイ ト大小 2箇 所の剥片群
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第 1区 第 2遺構面全景 (東から)
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第 2区 第 2遺構面全景 (東から)

第 1区 第 1遺構面全景 (北から)
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SB-2(Jヒ東から)

SB-2土層堆積状況 (南東から)
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SD-5出土遺物 土師器23高杯

第3層出土遺物 須恵器30醒

3330

第3層出土遺物 須恵器28・ 29高杯

第3層出土遺物 須恵器33甕

2221

2726

24

SB-2他出土遺物 土師器20・ 22甕、21壺、24・ 25高杯、26製塩土器

須恵器27杯蓋、31・ 32甕、34イ イダコ壺
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第2層出土遺物 54軒丸瓦

SD-la他出土遺物 土師器35椀、36～38皿、41釜、42・ 43壻 、瓦器45・ 46椀、
瓦質土器48・ 50羽釜、瀬戸美濃系陶器51天 目茶碗、52壺

第2層出土遺物 55軒平瓦

58

第2層出土遺物 56丸瓦

56

土製品 58管状土錘、59円板状転用品
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P-67出土遺物 60石庖丁

第6層出土還物 62扁平両刃石斧

第3層出土遺物 61石庖丁

SD-la出土遺物 68碧玉製管玉
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SK-7他出土遺物 63～65叩石、66台石、67砥石
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第2区全景 (北から)
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第2区全景 (南から)

第2区 サブトレンチ2 縄文土器出土状況 (北東から)
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第2区 SB-lP-4土層堆積状況 (東から)

第2区 SB-lP-4遺 物出土状況 (東から)
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第2区 S× -10～ 13盛土畦畔 (南東から)
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第1区 サブ トレンチ1東壁土層堆積状況 (西から)

第2区 サブトレンチ4西壁土層堆積状況 (東から)
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第5a層他出土遺物 縄文土器2～ 8深鉢、9鉢底部、a～c鉢

第5a層出土遺物 縄文土器 1深鉢

盪
2            3

SB-1出土遺物 弥生土器 10壺 SB-2出土遺物 弥生土器 17壼
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SB-1他出土遺物 弥生土器11
14甕口縁部、

19壺口縁部、 12・ 13・ 20壺底部、
15・ 18・ 22高杯、 16鉢 ?1却台音Б、 21甕底部

28

26

第3層他出土遺物 須恵器23甕、24こ ね鉢、土師器25皿、肥前系陶器26皿、

瀬戸・美濃系施釉陶器2フ・28皿、備前焼29鉢



鰤
勉

瘍
輻

図
版
３０
　
川
辺
遺
跡
　
湮Ｅ
物 T

SB-1他出土遺物 打製石器30～32石鏃、33～35石錐、36石槍

SK-1出土遺物 磨製石器37石庖丁 SB-1出土遺物 磨製石器38有溝石錘

SB-1出土遺物 礫石器40石皿SB,1出土遺物 礫石器39叩石

SX-15出 土遺物 金属製品43大打金SX-15他出土遺物 石製品41・ 42火打石
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原因
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太田 。
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

太田・

黒田遺跡

太田城跡

集落跡

城館跡

弥生時代

古墳時代

鎌倉時代

室町時代

竪穴住居・

満 。土坑 。

ピット

弥生土器・土師器・須

恵器 。瓦器 。中世土師

器・輸入磁器・石器・

石製品

弥生時代前期の

上坑や古墳時代

の竪穴住居など

を確認。
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耐
ｍ
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原因
市町村 遺跡番号

かわなべいせき

川辺遺跡

和歌山県
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川辺

3020150 145
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遺跡

確認

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

川辺遺跡 集落跡

縄文時代

弥生時代

江戸時代

竪穴住居・

土坑・水田

区画

縄文土器 。弥生土器 。

須恵器・瓦器・輸入陶

磁器 。中近世陶磁器・

石器・石製品。金属製品

弥生時代中期の

松菊里型住居 2

棟、近世初頭の

水田区画19単位

以上を確認。
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